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２
月　

日
�
に
開
会
し
た
新
見
市
議
会
３
月
定
例
会
の
冒
頭
、
石
垣
市
長
は
、

２６

「
新
見
市
行
財
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、ス
リ
ム
な
行
政
体
制
の
構

築
に
努
め
、
効
果
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
や
、
緊
急
業
務
に
瞬
時
に
対
応

で
き
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
行
政
運
営
を
図
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

今
後
も
『
公
正
、
は
つ
ら
つ
、
改
革
と
実
行
』
の
基
本
姿
勢
を
貫
き
、
市
民
と

の
対
話
を
大
切
に
し
、
市
民
福
祉
の
増
進
に
積
極
的
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生

活
環
境
整
備
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
な
新
見
市
の
実
現
に
向
け
誠
心
誠
意
努

め
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
政
方
針
と
し
て
、
時
代
の
動
向
や
市
の
将
来
を
展
望
し
、
市
民
ニ

ー
ズ
を
充
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
来
る
情
報
化
社
会
を
見
据
え
た
体
制
整
備
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
諸
料
金
を
極
力
据
え
置
き
な
が

ら
、
財
政
健
全
化
へ
向
け
力
強
く
踏
み
出
す
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

 

う
る
お
い
の
環
境
都
市
づ
く
り

●
道
路
交
通
網
整
備
事
業

●
簡
易
水
道
整
備
事
業

●
下
水
道
整
備
事
業

●
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業

●
地
域
バ
ス
対
策
事
業

●
公
害
対
策
事
業

●
ご
み
収
集
事
業

●
消
防
・
防
災
対
策
事
業

 

や
さ
し
さ
の
健
康
都
市
づ
く
り

●
子
育
て
支
援
事
業

●
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
事
業

●
障
害
者
通
所
サ
ー
ビ
ス
等
利
用

者
負
担
軽
減
事
業

●
身
体
障
害
者
支
援
事
業

●
高
齢
者
支
援
事
業

●
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
拠
点
施

設
整
備
事
業

●
乳
幼
児
医
療

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療

●
国
保
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

●
母
子
保
健
事
業

●
老
人
保
健
事
業

●
遠
隔
在
宅
医
療
研
究
委
託
事
業

 

か
が
や
き
の
文
化
都
市
づ
く
り

●
国
際
交
流
事
業

●
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

●
新
見
公
立
短
期
大
学
事
業

●
小
・
中
学
校
教
育
振
興
事
業

●
教
育
施
設
整
備
事
業

●
社
会
教
育
事
業

●
文
化
振
興
事
業

平
成　

年
度
は
こ
ん
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す

19

財財政政健健全全化化へへ財政健全化へ
向向けけ踏踏みみ出出すす向け踏み出す

平成１９年度 施政方針

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

●
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

 

に
ぎ
わ
い
の
魅
力
都
市
づ
く
り

●
商
工
観
光
振
興
事
業

●
農
業
振
興
事
業

●
畜
産
振
興
事
業

●
農
地
基
盤
整
備
事
業

●
林
業
振
興
事
業

 

そ 
の 
他

●
市
政
懇
談
会
の
実
施

●
公
開
番
組
の
開
催

●
市
民
憲
章
、
市
の
花
・
木
・
鳥

の
制
定

 

地
方
債
の
運
用

●
地
方
債
繰
上
償
還
の
実
施
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浄
水
施
設
の
稼
働
に
よ
り
、
今
後

と
も
、
お
い
し
い
水
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
供
用

を
開
始
し
て
い
る
新
見
・
正
田
地

区
、
高
尾
・
西
方
地
区
の
一
部
お

よ
び
事
業
完
了
し
て
い
る
大
佐
、

哲
多
、
哲
西
地
区
の
維
持
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
未
加
入
者
へ
の

加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

事
業
の
整
備
に
つ
い
て
は
高
尾

地
区
の
工
事
の
完
了
を
急
ぐ
と
と

も
に
、
西
方
、
上
市
、
金
谷
、
石

蟹
地
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

も
、
大
佐
、
哲
多
、
足
見
、
草
間

の
事
業
完
了
地
区
の
維
持
管
理
を

行
い
な
が
ら
、
今
年
度
か
ら
千
屋

地
区
の
事
業
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

併
せ
て
集
合
処
理
計
画
区
域
外
に

お
い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
に
努
め
ま
す
。

情
報
・
通
信
網
の
充
実

　

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
の
通

信
事
業
者
と
し
て
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
テ
レ
コ
ム
株
式
会
社
を
、
ま
た
、

放
送
事
業
者
と
し
て
、
株
式
会
社

吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
通
信

機
器
の
設
置
工
事
お
よ
び
放
送
設

備
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
の
協
議
を
行
い
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
通
信
・
放

送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

道
路
網
の
充
実

　

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
点
検

し
、
児
童
・
高
齢
者
の
安
全
確
保

や
危
険
箇
所
の
解
消
、
ま
た
交
通

量
等
を
勘
案
し
、
緊
急
度
の
高
い

路
線
か
ら
計
画
的
に
整
備
管
理
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
思
誠
小
学

校
区
内
の
危
険
箇
所
を
調
査
す
る

「
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
基
本
計

画
策
定
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

岡
山
県
か
ら
管
理
委
譲
さ
れ
る

県
道　

路
線
に
つ
い
て
は
、
県
の

１６

管
理
基
準
を
引
き
継
い
で
整
備
を

行
い
、
安
全
管
理
に
努
め
ま
す
。

上
水
道
・
下
水
道
の
充
実

　

市
民
生
活
の
重
要
基
盤
整
備
と

と
ら
え
、
市
内
全
域
に
安
全
で
安

定
し
た
飲
料
水
の
供
給
を
め
ざ
し

維
持
管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

新
砥
、
哲
西
、
神
代
の
各
簡
易
水

道
の
拡
張
・
改
良
に
加
え
、
新
た

に
哲
多
荻
尾
簡
易
水
道
の
改
良
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
上
水
道
の
異
臭
味
対
策

と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
高
度

保
健
・
医
療
の
充
実

　

住
民
総
合
検
診
、
子
宮
ガ
ン
・

乳
ガ
ン
検
診
を
推
進
し
ま
す
が
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
受
診
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
に
つ
い
て
、
希
望
者
全
員

が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
の
経
費
を
予
算
計
上

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
医

療
費
の
給
付
対
象
年
齢
を
小
学
校

一
年
生
ま
で
引
き
上
げ
、
心
身
障

害
者
医
療
費
や
障
害
者
通
所
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
料
の
負
担
を
軽
減
す

る
、
市
独
自
の
制
度
を
実
施
し
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
が
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
市
民
の
健
康
年
齢
の
引
き

上
げ
を
行
い
、
健
康
意
識
を
高
め

る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
地
域
リ

ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の
、
生

き
生
き
健
康
ア
ッ
プ
支
援
事
業
を

昨
年
度
に
続
き
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
の
孤
立
防
止
の
た
め
の

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
や
、

独
居
高
齢
者
安
否
確
認
事
業
に
取

ご
み
・
し
尿
・
環
境
対
策 

の
充
実

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ご

み
対
策
に
つ
い
て
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
分
別
収
集
を
７
月
か
ら
市
内

全
域
に
お
い
て
開
始
し
ま
す
。

　

環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
水
質

測
定
・
交
通
騒
音
監
視
な
ど
の
環

境
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
、
４
月
か
ら
権

限
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
総

合
的
な
環
境
行
政
に
対
処
し
て
い

き
ま
す
。

消
防
・
防
災
対
策
の
充
実

　

「
新
見
市
地
域
防
災
計
画
」お
よ

び
「
新
見
市
国
民
保
護
計
画
」
に

基
づ
き
、
想
定
で
き
る
災
害
・
有

事
に
対
し
て
関
係
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
、
平
素
か
ら
防
災
対
策

等
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
推
進
し
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
や
市
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、
国
・

県
・
自
衛
隊
な
ど
の
協
力
で
、
全

市
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
機
動
力
強
化
を
図
り
消

火
業
務
を
充
実
す
る
た
め
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
す
る
と
と

も
に
、
救
急
隊
員
の
能
力
維
持
向

上
の
た
め
、
救
急
救
命
高
度
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
器
具
を
整
備
し
ま

す
。

う
る
お
い
の

「
環
境
都
市
」

「
環
境
都
市
」

自
然
と
調
和
し
安
全
か
つ

快
適
な
う
る
お
い
の
あ
る

環
境
都
市

や
さ
し
さ
の

「
健
康
都
市
」

「
健
康
都
市
」

共
に
支
え
合
う

や
さ
し
さ
の
あ
る

健
康
都
市



市報にいみ 第２５号
April 2007 4

推
進
し
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
小
学
校
低
学
年
の
放

課
後
保
育
に
つ
い
て
も
取
り
組
み

ま
す
。

　

出
生
祝
い
金
制
度
も
継
続
し
て

実
施
す
る
な
ど
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉
の
充
実

　

障
害
者
の
方
々
が
地
域
で
自
立

し
て
生
活
す
る
た
め
の
支
援
施
設

「
新
見
市
障
害
者
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
拠
点
に
、家
庭
と
地

域
が
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
、
相

談
活
動
や
交
流
事
業
等
を
通
じ
て
、

安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
生
活
が

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
で
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
の
障
害
児
福
祉

年
金
や
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
り

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
々
の

負
担
を
軽
減
す
る
通
院
費
の
助
成

に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。

学
校
教
育
の
充
実

　

教
育
施
設
整
備
は
順
次
取
り
組

り
組
む
と
と
も
に
、
高
齢
者
等
住

宅
改
造
助
成
事
業
に
つ
い
て
も
実

情
に
沿
っ
て
対
応
し
、
寝
た
き
り

状
態
の
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
家
庭
に
支
援
を
行
い
、
負
担

の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
の
充
実

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
対

し
て
総
合
的
な
相
談
と
支
援
を
行

い
、
地
域
高
齢
者
の
実
態
を
把
握

す
る
特
定
高
齢
者
把
握
事
業
、
介

護
予
防
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
を

実
施
す
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支

援
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
地
域
に
密
着
し

た
民
間
に
よ
る
介
護
施
設
の
建
設

を
推
進
す
る
た
め
の
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
整
備
を

支
援
し
ま
す
。

児
童
福
祉
・
子
育
て 

支
援
の
充
実

　

出
産
一
時
金
に
つ
い
て
市
が
直

接
医
療
機
関
に
支
払
い
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
に
対
す
る
出
産
時

の
一
時
的
な
費
用
負
担
を
軽
減
し

ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
を
持
つ
親
子
の

交
流
や
育
児
相
談
の
場
を
提
供
す

る
子
育
て
支
援
事
業
を
、
地
域
の

要
望
や
実
情
に
あ
わ
せ
て
実
施
す

る
ほ
か
、
幼
児
ク
ラ
ブ
の
育
成
を

特
性
を
活
か
し
た
学
習
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
推
進
す
る
計
画
で
す
。

併
せ
て
文
化
交
流
館
企
画
事
業
や

美
術
館
特
別
展
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ま
ち 
に
い

み
」
を
確
固
に
す
る
た
め
、
全
国

規
模
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
招

致
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

「
新
見
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
各
種
審
議
会

委
員
へ
の
女
性
の
積
極
的
登
用
、

女
性
に
よ
る
模
擬
議
会
の
開
催
を

予
定
す
る
と
と
も
に
、
意
思
決
定

を
行
う
場
へ
の
女
性
の
参
画
を
促

し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
団
体
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ザ
の
積
極
的
な
活
用
、

男
女
共
同
参
画
講
座
の
開
催
に
よ

り
、
市
民
全
体
へ
の
意
識
啓
発
を

行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
充
実

　

合
併
後
、
広
域
と
な
っ
た
新
市

に
お
い
て
は
、
市
民
の
一
体
感
の

醸
成
に
努
め
、
地
域
性
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
事

業
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

づ
く
り
交
付
金
制
度
の
活
用
に
よ

り
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

ん
で
い
ま
す
が
、
校
舎
な
ど
の
耐

震
診
断
調
査
や
、
北
部
地
域
の
３

歳
児
保
育
や
預
か
り
保
育
の
た
め

の
施
設
整
備
と
し
て
、
上
市
幼
稚

園
の
増
改
築
を
実
施
し
ま
す
。

　

教
育
の
振
興
と
し
て
は
、
教
育

特
区
英
語
科
新
設
事
業
と
し
て
副

読
本
の
整
備
と
併
せ
、
外
国
語
指

導
講
師
を
増
員
し
ま
す
。
ま
た
、

げ
ん
き
広
場
に
い
み
水
泳
教
室
で

は
、
専
門
家
の
実
技
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
好
評
の
た
め
、
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
の
連
携
を
一
層

強
化
し
、
地
域
の
協
力
を
得
な
が

ら
万
全
を
期
し
ま
す
。

　

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
協
議
を
重
ね
、
年
次
計
画
に
沿

っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
見
公
立
短
期
大
学
に
お
い
て

は
、
現
在
建
設
中
の
学
術
交
流
セ

ン
タ
ー
の
早
期
完
成
や
、
平
成　
２０

年
度
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
を

目
指
し
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ 

の
充
実

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

地
域
の
中
で
心
豊
か
で
健
や
か
に

育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
体
験
な
ど
の

「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」を
設
置
し
、

公
民
館
な
ど
を
中
心
に
、
地
域
の

か
が
や
き
の

「
文
化
都
市
」

「
文
化
都
市
」

文
化
の
継
承
・
創
造
と

交
流
で
人
が
育
ち

輝
き
の
あ
る
文
化
都
市
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進
め
て
い
る
大
規
模
農
道
整
備
事

業
や
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
の
早
期
完
成
を
積
極
的
に
働
き

か
け
、
営
農
拠
点
施
設
の
効
果
的

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
過
疎
・

高
齢
化
に
よ
り
荒
廃
の
進
む
農
地

や
水
資
源
を
地
域
ぐ
る
み
で
保
全

す
る
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

畜
産
の
振
興

　

千
屋
牛
の
多
頭
化
と
協
業
化
に

よ
る
生
産
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

草
地
・
林
地
一
体
的
利
用
整
備
事

業
を
活
用
し
た
企
業
的
経
営
を
推

進
し
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
千
屋

牛
の
増
頭
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

林
業
の
振
興

　

新
見
市
森
林
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
補
助
事
業
等
を
活
用
し
て
、

林
道
、
作
業
道
の
整
備
を
行
い
、

生
産
基
盤
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
風
倒
木
災
害
に

１６

つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
の
事
業

２０

完
了
を
目
途
に
復
旧
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
環
境
と
調
和
す
る

資
源
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

木
質
資
源
を
利
活
用
す
る
バ
イ
オ

マ
ス
ガ
ス
化
発
電
施
設
建
設
計
画

に
つ
い
て
も
、
民
設
民
営
方
式
も

視
野
に
入
れ
、
計
画
を
推
進
し
ま

す
。

国
際
交
流
の
推
進

　

中
国
信
陽
市 

河
区
、
そ
し
て

カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ

ン
ビ
ア
州
シ
ド
ニ
ー
お
よ
び
ア
メ

リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ニ
ュ
ー

パ
ル
ツ
と
の
交
流
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

農
業
の
振
興

　

ピ
オ
ー
ネ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
特

産
物
の
生
産
拡
大
の
支
援
を
図
っ

て
い
ま
す
が
、「
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
事
業
」
と
し
て
、
哲
多
ト

マ
ト
選
果
場
の
選
果
機
の
更
新
に

積
極
的
な
支
援
を
行
い
、
品
質
向

上
に
よ
る
産
地
間
競
争
力
の
強
化

と
、産
地
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。　

　

地
域
農
業
の
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
担
い
手
の
不
足
、
農
地

の
荒
廃
化
と
い
う
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
住
宅
購
入
助
成
制
度
の

新
設
等
に
よ
り
、
新
規
就
農
者
の

確
保
と
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
基
盤
整
備
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
県
営
事
業
で

業
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
内

容
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
推
進

し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
要
望
の
多
い

温
泉
利
用
助
成
券
制
度
を
創
設
し
、

温
泉
利
用
の
促
進
と
市
民
福
祉
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

地
方
債
繰
上
償
還
の
実
施

　

地
方
債
は
、
市
民
生
活
に
密
着

し
た
道
路
網
、
上
・
下
水
道
、
学

校
な
ど
社
会
基
盤
を
整
備
す
る
た

め
の
重
要
な
財
源
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
建
設
事
業
に
は
、
元

利
償
還
金
が
地
方
交
付
税
で
補
て

ん
さ
れ
る
「
過
疎
債
」
や
「
合
併

特
例
債
」
な
ど
有
利
な
地
方
債
の

計
画
的
な
運
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
財
政
健
全
化
へ

１９

の
取
り
組
み
と
し
て
、
将
来
の
公

債
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
計

画
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、
新
た

な
借
入
額
を
平
成　

年
度
の
半
分

１８

に
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
繰
上
償

還
を
実
施
し
、
借
入
残
高
の
削
減

に
努
め
ま
す
。

商
工
・
観
光
の
振
興

　

引
き
続
き
商
工
会
議
所
、
商
工

会
へ
の
助
成
を
行
い
、
特
色
あ
る

事
業
等
を
支
援
し
な
が
ら
、
地
元

企
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
な
誘
致
活
動
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
人
材
育
成
事
業
な
ど
を
活

用
し
、
活
力
あ
る
企
業
の
育
成
や
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
し
ま

す
。

　

ま
た
、
古
い
町
家
を
活
用
し
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
ト
ラ
ス
ト
組
織
を
立
ち
上

げ
、「
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
で
は
、
新
見
市
の

特
色
や
、
豊
か
な
資
源
を
最
大
限

活
用
し
た
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
宣
伝
の
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
を
新
た
に
作
成
し
、
駅

や
空
港
へ
の
掲
示
を
積
極
的
に
行

い
、
都
市
部
か
ら
の
観
光
客
誘
致

を
中
心
と
し
た
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
、
岡
山
県
と
Ｊ
Ｒ
が
連
携
し
て

行
う
「
観
光
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
併
せ
、「
新

見
山
野
草
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
た
め
の
「
地
域
審
議

会
選
定
ふ
る
さ
と
観
光
振
興
事

に
ぎ
わ
い
の

「
魅
力
都
市
」

「
魅
力
都
市
」

資
源
活
用
と
協
働
に
よ
る

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

魅
力
都
市

地
方
債
の
運
用

地
方
債
の
運
用



市報にいみ 第２５号
April 2007 6

 
補
正
予
算

■
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ　

億
８
５
０
万
円
を
減
額

１７

し
、予
算
総
額
は
２
６
３
億
９
’０

１
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

○
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
お
よ

び
石
綿
障
害
予
防
規
則
の
一
部
改

正
に
伴
う
石
綿
含
有
率
分
析
調
査

費…
…
…
２
３
３
万
円

▼
減
額
さ
れ
た
主
な
も
の

○
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
費
の

確
定
に
伴
う
減
額

…
…
…
９
億
７
’１
２
４
万
円

○
最
終
処
分
場
建
設
事
業
費
の
確

定
に
伴
う
減
額

…
…
…
７
’９
６
６
万
円

■
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
５
億
２
’６
９
５
万
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
は
２
１
０
億

７
６
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

 
条
例
関
係

■
新
見
市
乳
幼
児
医
療
費
の
給
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

新
見
市
独
自
の
施
策
で
、
小
学

校
就
学
前
の
満
６
歳
ま
で
を
対
象

と
し
て
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
少
子
化
対
策

と
し
て
さ
ら
に
小
学
校
１
年
生
ま

で
対
象
者
を
拡
大
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
処
理
セ
ン
タ
ー
条
例

　

平
成　

年
度
か
ら
、
哲
多
町
宮

１７

河
内
地
内
に
建
設
し
て
い
た
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
供
用
開
始

に
伴
い
、
そ
の
設
置
、
運
用
に
関

し
て
規
定
す
る
た
め
、
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
農
林
業
研
修
生
滞
在
施

設
条
例

　

新
規
就
農
者
の
確
保
と
育
成
を

図
る
た
め
、
利
用
実
態
の
無
い
豊

永
教
員
住
宅
を
転
用
利
用
し
、
農

林
業
へ
の
就
業
を
目
指
す
農
林
業

研
修
生
に
対
し
、
一
時
的
な
滞
在

施
設
と
し
て
提
供
す
る
た
め
、
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
大
佐
地
域
活
性
化
促
進

住
宅
条
例

　

大
佐
永
富
の
新
見
市
大
佐
源
流

振
興
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
名
称
を
改
め
る
と

と
も
に
、
使
用
対
象
者
を
拡
大
し
、

就
労
お
よ
び
各
種
研
修
生
等
の
一

時
的
な
居
住
施
設
と
し
て
提
供
す

る
た
め
、
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

■
新
見
市
建
築
確
認
事
務
等
手
数

料
条
例

　

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
確

認
、
検
査
な
ど
の
建
築
行
政
事
務

が
岡
山
県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
建
築
確
認
関
係
の
事
務

等
手
数
料
の
種
別
、
金
額
お
よ
び

徴
収
方
法
等
を
定
め
る
た
め
、
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
地
方
独
立
行
政
法
人
評

価
委
員
会
条
例

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
新
見
公

２０

立
短
期
大
学
を
独
立
行
政
法
人
に

移
行
す
る
た
め
、
地
方
独
立
行
政

法
人
法
第　

条
第
３
項
の
規
定
に

１１

基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
に
関
す

る
事
務
を
処
理
す
る
執
行
機
関
の

補
助
機
関
と
し
て
新
見
市
地
方
独

立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
組
織
運

営
に
関
し
て
定
め
る
た
め
、
条
例

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
文
化
交
流
館
・
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

施
設
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理

者
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

改
め
る
と
と
も
に
、
使
用
者
の
利

便
性
の
向
上
と
施
設
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
文
化
交
流
館
と
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
の
統

一
と
、
使
用
料
の
見
直
し
を
行
う

た
め
、
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

■
新
見
市
神
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
、
新
見
市
お
お
さ
総
合
セ
ン
タ

ー
、
新
見
市
哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー
、

新
見
市
き
ら
め
き
広
場
・
哲
西
の

各
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
で
規
定
す
る

各
支
局
に
あ
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
等
の
、
類
似
す
る
施
設
の
使
用

料
等
の
統
一
を
図
る
た
め
、
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

 
そ
の
他

■
指
定
管
理
者
の
指
定

　

市
の
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
、
次
の
施
設
の
指
定
管
理

者
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
新
見
市
集
会
施
設
２
か
所
、
新

見
市
お
お
さ
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
新
見
市
別
所
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
新

見
市
哲
多
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
、
新
見
市
法
曽
陶
芸
館
、
新

見
市
神
郷
紙
の
館
・
水
車

議会�
レポート�

平成１９年３月定例会

新
見
市
処
理
セ
ン
タ
ー

条
例
な
ど
を
可
決

　市議会３月定例会が２月２６日

から３月２０日にかけて開催され

ました。今回提出された議案は、

平成１９年度当初予算１４件、平成

１８年度補正予算１４件、条例３５件、

その他９件の計７２件および指定

管理者の指定６件、契約関係５

件で、いずれも可決・承認され

ました。

　主なものを紹介します。
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平成１９年度

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
は
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た

１９

行
財
政
改
革
を
基
本
的
な
柱
と
し
、
将
来
に
わ
た
り
強
固

で
弾
力
的
な
財
政
基
盤
の
礎
を
築
く
た
め
、「
聖
域
な
き
歳

出
の
見
直
し
」、「
選
択
と
集
中
」、「
市
民
協
働
の
推
進
」、

「
公
有
財
産
の
有
効
活
用
」、「
市
債
発
行
総
額
の
抑
制
」

の
５
つ
を
重
点
項
目
と
し
て
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
施
策
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
利
用
者
負
担
の
軽
減
、
小
学
校
１
年
生
ま
で
対
象
年

齢
を
引
き
上
げ
た
乳
幼
児
医
療
費
、
教
育
特
区
の
認
定
に

よ
り
小
学
校
全
学
年
に
「
英
語
科
」
を
新
設
す
る
た
め
の

経
費
な
ど
、
福
祉
・
教
育
分
野
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
施

策
に
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

当初予算総額
���億�����万円
一般会計　２４４億３，６５０万円
特別会計　１９８億７，７８２万円

特別会計の予算額
１９年度予算額会計名

３億１， ７９１万円診 療 所 特 別 会 計

８億４， ２５８万円新見公立短期大学特別会計

７１０万円住宅新築資金等貸付特別会計

３８億７， ４４４万円国民健康保険特別会計

３２億１， ４４７万円介 護 保 険 特 別 会 計

５３億７， ０６２万円老人保健医療特別会計

１１億１， ００２万円簡易水道事業特別会計

４３億１， １５２万円下水道事業特別会計

３， ７０２万円観 光 事 業 特 別 会 計

２０６万円豊永財産区特別会計

５８万円萬歳財産区特別会計

１億８， ４５０万円農業共済事業特別会計

６億０， ５００万円水 道 事 業 会 計

１９８億７， ７８２万円特別会計合計

予算予算予算
一般会計の予算額

歳入

市税�
34億5,000万円（14.1％）�

分担金および負担金 5億7,466万円（2.4％）�
使用料および手数料 2億6,072万円（1.1％）�

繰越金 2億円（0.8％）�
諸収入 2億7,769万円（1.1％）�

地方譲与税 3億5,400万円（1.5％）�

株式等譲渡所得割交付金 1,970万円（0.1％）�

地方消費税交付金 3億2,820万円（1.3％）�
ゴルフ場利用税交付金 140万円（0.0％）�

自動車取得税交付金 1億5,590万円（0.6％）�
地方特例交付金 2,630万円（0.1％）�

配当割交付金 1,090万円（0.1％）�
利子割交付金 1,460万円（0.1％）�

財産収入 3,142万円（0.1％）�
寄附金 44万円（0.0％）�

繰入金 12億3,153万円（5.0％）�

地方交付税 122億7,000万円（50.2％）�

市債�
26億9,670万円�
（11.0％）�

議会費 2億527万円（0.8％）�

総務費�
37億9,767万円（15.6％）�

民生費�
40億4,873万円（16.6％）�

衛生費�
16億6,100万円（6.8％）�

交通安全対策特別交付金�
844万円（0.0％）�

国庫支出金�
9億2,005万円（3.8％）�

県支出金�
16億385万円（6.6％）�

依存財源�
184億1,004万円（75.3％）�

自主財源�
60億2,646万円（24.7％）�

労働費�
4,485万円（0.2％）�

農林水産業費�
19億2,261万円（7.9％）�

商工費 1億8,094万円（0.7％）�

土木費�
29億7,717万円�
（12.2％）�

教育費 24億4,974万円（10.0％）�

災害復旧費 4,099万円（0.2％）�

公債費�
61億3,528万円（25.1％）�

消防費�
8億5,673万円（3.5％）�

諸支出金 8,552万円（ 0.3％）�

予備費 3,000万円（0.1％）�

　歳入については、市税は三位一体改革による税源移譲等により増加し 
３４億５， ０００万円、地方交付税については、国の地方財政計画等により１２２億 
７， ０００万円、国庫支出金は、知的障害者施設訓練等支援費などの負担金や農
業基盤整備事業補助金など９億２， ００５万円、県支出金は、国民健康保険基盤
安定事業などの負担金と、草地林地一体的利用総合整備事業などの補助金
および委託金で１６億３８５万円、財源調整のための財政調整基金など繰入金に
１２億３， １５４万円などを計上しています。

歳出

　歳出については、主要な施策として、ラストワンマイル整備事業や一般
的な行政事務管理などの総務費に３７億９， ７６７万円、福祉施策や医療の公費負
担経費、健康アップ支援事業などの民生費に４０億４， ８７３万円、ごみ・し尿処
理や簡易水道事業などの衛生費に１６億６， １００万円、農業の振興、草地林地一
体的利用総合整備事業負担金、中山間地域総合整備事業などの農林水産業
費に１９億２， ２６１万円、道路橋りょうの維持や改良・舗装、公園や市営住宅の
管理経費などの土木費に２９億７， ７１７万円、学校教育や社会教育のための経費
や、北部エリア幼稚園園舎整備事業などの教育費に２４億４， ９７４万円などを計
上しています。
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本
市
の
小
児
医
療
の
充
実
に
、
心

強
い
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
に
お
い
て
も
、
子
育
て
支

援
に
関
す
る
各
種
施
策
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
乳
幼
児
医
療
給
付

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度

１９

か
ら
給
付
対
象
を
１
歳
引
き
上
げ
、

「
小
学
校
１
年
生
ま
で
」
と
、
対

象
範
囲
を
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
保
護
者
の
方
々
の

ご
負
担
を
軽
減
で
き
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
生
後
３
〜
４

か
月
の
乳
児
の
保
護
者
を
対
象
に
、

岡
山
大
学
小
児
科
医
師
に
よ
る

「
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
す
く
ぅ
ー
る
」を
毎
月

１
回
開
催
し
、
子
育
て
に
関
す
る

講
話
を
は
じ
め
、
質
問
、
相
談
が

で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
更
に
、
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供

や
相
談
窓
口
を
充
実
さ
せ
、
安
心

し
て
子
育
て
の
で
き
る
地
域
の
実

現
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
で
、

子
育
て
支
援
は
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
特
に
小
児
医
療
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
大
き
な
不
安

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
も
重
要
性
を
認
識

し
、
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

新
見
市
の
小
児
科
診
療
に
つ
い

て
、
以
前
は
新
見
中
央
病
院
に
お

い
て
派
遣
医
師
に
よ
り
、
週
３
日

と
隔
週
土
曜
日
の
診
療
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
４
月
か

ら
、
同
病
院
に
常
勤
の
小
児
科
専

門
医
が
着
任
さ
れ
、
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
の
診
療
業
務
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
の
保
護
者
の
方
々
に
は
、

同
じ
先
生
に
よ
り
、
初
診
か
ら
完

治
す
る
ま
で
見
て
も
ら
え
る
と
い

う
安
心
感
が
あ
り
、
大
変
好
評
を

得
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
着
任
さ
れ
ま
し
た
藤
本

先
生
は
、「
病
気
の
治
療
だ
け
で
な

く
、
将
来
的
に
は
地
域
の
方
々
と

積
極
的
に
関
わ
り
、
病
気
予
防
の

助
言
や
育
児
相
談
な
ど
も
し
て
い

き
た
い
。」
と
話
さ
れ
て
お
り
、

安心して子育てができる地域に

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

利用が始まった公共施設
一般廃棄物最終処分場「新見市処理センター」

　哲多町宮河内の水晶山国有林近くに、平成１７年１２月

から建設していた一般廃棄物最終処分場「新見市処理

センター」が完成し、４月２日から供用が開始されま

した。

　なお、同施設では、埋立ごみおよび粗大ごみの直接

持ち込みもできますが、事前に電話での連絡が必要で
� ����������������

す。

■場所　新見市哲多町宮河内１９４０番地２４

■受入日　埋立ごみおよび粗大ごみの直接持ち込みは、

月・水・金曜日（祝祭日、年末年始を除く）の９時

～１６時までです。

■料金　１０㎏あたり７０円

■問い合わせ先　新見市処理センター（��３７８８）

　　　　　　　　生活環境課環境保全係（��６１２４）

憩いとふれあいの公園・屋内ゲートボール場

　正田の憩いとふれあいの公園に、「屋内ゲートボー

ル場」が新たに完成しました。この屋内ゲートボール

場は、クレーコート（土のコート）２面分の広さがあ

り、４月１日から利用が開始されました。

　なお、使用料は次のとおりですので、ぜひご利用く

ださい。

■使用料【１人分】　・１回　　　 １００円

　　　　　　　　　　・年間　　 ５， ０００円

　　　　【専用使用】・１面１日 １， ０００円

■建設事業費

　４， ９８９万円（うち宝くじ助成金が３， ９９０万円）

■問い合わせ先　教育委員会生涯学習課（��６１４７）

■使用申込先

　憩いとふれあいの公園管理事務所（��６１０２）

４月
 から



9 市報にいみ 第２５号
April 2007

新
見
地
域
審
議
会

第
９
回　
　

月　

日
開
催

１２

１９

（
議
題
）

●
新
見
支
局
と
本
庁
の
位
置
付
け

に
つ
い
て

▼
意
見
交
換
を
実
施

●
支
局
調
整
交
付
金
に
つ
い
て

▼
交
付
要
望
の
あ
っ
た
事
業
に
つ

い
て
は
継
続
審
議
と
し
、
交
付
金

制
度
の
３
年
間
継
続
を
市
へ
要
望

す
る
こ
と
に
決
定

第　

回　

１
月　

日
開
催

１０

２９

（
議
題
）

●
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
の
利

用
料
金
に
つ
い
て

▼
意
見
交
換
を
実
施

●
支
局
調
整
交
付
金
に
つ
い
て

▼
２
事
業
を
交
付
対
象
事
業
と
し

て
支
局
長
へ
要
望
す
る
こ
と
に
決

定第　

回　

２
月　

日
開
催

１１

１４

（
議
題
）

●
救
急
医
療
に
つ
い
て

▼
意
見
交
換
を
実
施
し
、
救
急
医

療
体
制
の
整
備
と
。
優
秀
な
医
師

の
確
保
・
育
成
を
審
議
会
意
見
と

し
て
ま
と
め
た

大
佐
地
域
審
議
会

第　

回　

１
月　

日
開
催

１２

１７

（
報
告
）

▼
市
長
、
教
育
長
へ
の
ま
ち
づ
く

り
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
要
望
の

結
果
に
つ
い
て

（
議
題
）

●
社
会
体
育
施
設
建
設
検
討
委
員

会
に
つ
い
て

▼
意
見
交
換
を
実
施
し
、
検
討
委

員
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
市
長

お
よ
び
教
育
長
へ
審
議
会
終
了
後

に
要
望
を
実
施

第　

回　

２
月
７
日
開
催

１３

（
議
題
）

●
平
成　

年
度
支
局
管
内
主
要
事

１９

業
に
つ
い
て

▼
意
見
交
換
を
実
施

●
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
員
制
度

に
つ
い
て

▼
市
長
へ
の
要
望
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
、
意
見
交
換
を
実
施

第　

回　

３
月　

日
開
催

１４

１９

（
議
題
）

●
地
域
審
議
会
活
動
結
果
の
報
告

に
つ
い
て

▼
意
見
交
換
を
実
施

神
郷
地
域
審
議
会

第
９
回　
　

月　

日
開
催

１２

２１

●
神
郷
町
ふ
る
さ
と
振
興
�
お
よ

び
�
新
見
市
神
郷
農
業
公
社
に
つ

い
て

▼
意
見
交
換
を
実
施
し
継
続
審
議

第　

回　

１
月　

日
開
催

１０

２３

●
神
郷
町
ふ
る
さ
と
振
興
�
お
よ

び
�
新
見
市
神
郷
農
業
公
社
に
つ

い
て

▼
意
見
交
換
を
実
施
し
、
審
議
会

と
し
て
の
提
案
を
ま
と
め
た

第　

回　

２
月　

日
開
催

１１

１４

（
議
題
）

●
神
郷
地
域
審
議
会
の
ま
と
め
に

つ
い
て

▼
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
テ
ー
マ

を
決
定
し
継
続
審
議

第　

回　

３
月
６
日
開
催

１２

（
議
題
）

●
神
郷
地
域
審
議
会
の
ま
と
め
に

つ
い
て

▼
神
郷
地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
意
見
交
換
を
実

施第　

回　

３
月　

日
開
催

１３

１９

（
議
題
）

●
神
郷
地
域
審
議
会
の
ま
と
め
に

つ
い
て

▼
神
郷
地
域
の
将
来
に
つ
い
て
、

提
案
を
行
い
ま
と
め
た

哲
多
地
域
審
議
会

第
８
回　

１
月　

日
開
催

３０

（
議
題
）

●
今
後
の
地
域
審
議
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

▼
意
見
交
換
を
実
施

第
９
回　

２
月　

日
開
催

２７

（
議
題
）

●
危
険
箇
所
の
調
査
結
果
報
告
に

つ
い
て

▼
調
査
結
果
を
報
告
し
担
当
課
へ

提
出

哲
西
地
域
審
議
会

第　

回　

１
月　

日
開
催

１０

１９

（
研
修
）

●
税
源
移
譲
と
税
制
改
正
に
つ
い

て▼
意
見
交
換
を
実
施

●
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
に
つ

い
て

▼
意
見
交
換
を
実
施

第　

回　

２
月
８
日
開
催

１１

（
議
題
）

●
ご
み
減
量
化
の
チ
ラ
シ
作
成
に

つ
い
て

▼
市
環
境
衛
生
協
議
会
哲
西
地
域

協
議
会
と
連
名
で
作
成
し
、
配
布

す
る
こ
と
を
決
定

●
４
月
か
ら
の
支
局
の
ワ
ン
フ
ロ

ア
化
に
つ
い
て

▼
案
内
や
広
報
な
ど
で
住
民
に
混

乱
の
な
い
よ
う
周
知
す
る
こ
と
を

決
定第　

回　

３
月
２
日
開
催

１２

（
議
題
）

●
任
期
２
年
間
の
反
省
と
第
２
期

の
地
域
審
議
会
に
つ
い
て

▼
意
見
交
換
を
実
施

中国自動車道「大佐スマートインターチェンジ中国自動車道「大佐スマートインターチ ェンジ」」を利用しましょうを利用しまし ょう
　ＥＴＣを利用して高速道路を走行した場合、利用時間帯に
より、深夜割引（割引率３０％）や通勤割引（割引率５０％・土
日、祝日も対象）が適用され大変お得です。
　ぜひ大佐スマートインターチェンジをご利用ください。
■利用可能時間　６：００～２２：００
■問い合わせ先　企画課企画政策係（��６１１４）
　　　　　　　　大佐支局総務課　 （��２１１１）

ETC専用

地
域
審
議
会

こ
ち
ら

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
審
議
会
で
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
、

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
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引き込みのイメージ図

今回の工事範囲� 別途工事の範囲�

市が無償で工事する範囲�

光変換装置�

ルーター（伝送中継装置）�

屋外成端箱�

下水道公共ます�

告知放送機器�

●下水道公共ますから家の

壁面までの光ファイバ接

続

●家屋壁面への光ファイバ

用屋外成端箱設置

●宅内への光ファイバの引

き込み

※宅内機器の設置は、別途
工事になります。

工事の内容

高尾地区の施工業者（高尾奥、高尾中の一部、明智の一部、向田を除く）

　行政などからのお知ら

せや緊急放送を、音声で

伝えるためのスピーカー

がついている機器で、

聞き逃した放送を

繰り返し聞くこと

ができます。

告知放送機器とは？

・株式会社　三備電業社

・東亜電工株式会社　

・株式会社　中電工　新見営業所

・ＮＥＣネッツエスアイ株式会社　岡山営業所

・栗原工業株式会社　岡山営業所

・株式会社　佐々木組　

※地区によって施工業者を決めています。送付書類に担当施工
業者名を記載していますので、ご確認ください。

回収および調査に訪問させていただきますので、提出

についてご協力をお願いします。

　なお、転入や転居などで異動された場合や、書類が

届いていない場合は、下水道課または情報政策課まで

ご連絡ください。

　工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご協力をお

願いします。

　市では、各家庭に光ファイバを接続するラストワン

マイル事業を進めており、市内に住民票のある世帯に、

現在の防災行政無線に代わる告知放送機器を設置しま

す。

　今回、機器の設置に必要となる「設置同意書兼設置

申請書」を高尾地区の世帯主宛に送付しています。こ

の設置同意書兼設置申請書は、地区ごとに施工業者が

決まっており、工事請負業者が、みなさんのお宅まで

高尾地区へ告知放送機器の
設置に必要な同意書を
発送しました。

ラ ス ト ワンマ イル事業
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ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
工
事

完
了
後
、
各
サ
ー
ビ
ス
は

い
つ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
か
？

平
成　

年
４
月
の
利
用
開

２０

始
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

市
が
設
置
し
た
宅
内
機
器

等
を
移
設
す
る
費
用
は
、

市
が
負
担
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
？

い
っ
た
ん
設
置
し
た
も
の

を
移
動
さ
せ
る
費
用
に
つ

い
て
は
、
移
設
す
る
人
に
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
が
切
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
市
が
費
用

を
負
担
す
る
の
で
す
か
？

切
れ
た
事
情
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
原
因
者
へ
請
求
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

答 質
問

■問い合わせ先

　情報政策課ラストワンマイル推進係（��３１５４）

　下水道課工務係（��６１３８）

　大佐支局総務課（��２１１１）

　神郷支局総務課（��６１１１）

　哲多支局総務課（��２１１１）

　哲西支局総務課（��２１１１）

ご注意ください ！
　ラストワンマイル事業では、市から物品

などの購入について斡旋することは一切あ

りません。万一、悪質な訪問を受けたり、

不審な人物を見かけた場合は、情報政策課

または最寄りの各支局総務課までご連絡く

ださい。

告
知
放
送
を
利
用
す
る
場

合
は
、
利
用
料
金
が
必
要

で
す
か
？利

用
料
金
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

告
知
放
送
機
器
の
取
り
扱

い
説
明
は
し
て
も
ら
え
る

の
で
す
か
？

市
報
等
で
お
知
ら
せ
す
る

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、

現
在
使
用
し
て
い
る
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
が
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す

か
？

同
軸
ケ
ー
ブ
ル
は
、
大
部

分
が
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す

が
、
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

同
軸
ケ
ー
ブ
ル
の
交
換
や
機
器
の

設
置
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

市
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

加
入
率
を
、
ど
の
く
ら
い

と
見
込
ん
で
い
ま
す
か
？

７
割
程
度
の
加
入
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
共
聴
組
合
を
解
散

し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

加
入
し
た
場
合
、
組
合
設
備
の
撤

去
費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

市
か
ら
の
補
助
金
は
あ
り
ま
す

か
？

補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
組
合
で
撤
去
を
お
願

い
し
ま
す
。

告
知
放
送
機
器
に
停
電
用

の
バ
ッ
テ
リ
ー
（
蓄
電

池
）
は
内
蔵
し
て
あ
り
ま
す
か
？

バ
ッ
テ
リ
ー
は
内
蔵
し
て

い
ま
せ
ん
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
料
金
に
つ

い
て
の
問
い
合
せ
窓
口
は
ど
こ
に

な
り
ま
す
か
？

現
在
は
、
情
報
政
策
課
ま

た
は
各
支
局
総
務
課
で
す
。

今
後
は
、
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

受
付
窓
口
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用

料
金
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
は

含
ま
れ
て
い
ま
す
か
？

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
別

途
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
請
求
さ
れ

ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移

行
し
た
場
合
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
加
入
し
な
い
と
、
テ
レ

ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

す
か
？

ア
ン
テ
ナ
で
電
波
を
受
信

で
き
る
地
域
の
人
は
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
な
い
で

も
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
料
金

は
、
今
後
値
上
げ
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

料
金
改
定
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

電
話
番
号
を
２
つ
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も

Ｉ
Ｐ
電
話
へ
移
行
で
き
ま
す
か
？

１
つ
の
番
号
の
み
に
な
り

ま
す
。
複
数
の
電
話
番
号

を
Ｉ
Ｐ
電
話
で
利
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｐ
電
話
で
国
際
電
話
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
？

利
用
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

電
話
す
る
相
手
先
の
国
に

よ
っ
て
通
話
料
金
は
異
な
り
ま
す
。

告
知
放
送
機
器
を
設
置
し
、

光
フ
ァ
イ
バ
を
接
続
し
た

場
合
、
強
制
的
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
加
入
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
か
？

強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

多
く
の
み
な
さ
ん
の
加
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

答 質
問答 質

問

答 質
問答 質

問答 質
問

答 質
問答 質

問
質
問答質

問答質
問答質

問

答質
問答質

問答質
問答質

問答

　

放
送
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
と
通
信
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｐ

電
話
）
の
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
決
定
に
伴
い
、
第
２
回
目
の
説
明
会
を

市
内
の
各
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
住
民
説
明
会
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
先
月

号
に
続
い
て
紹
介
し
ま
す
。

住
民
説
明
会
で
の

住
民
説
明
会
で
の

主
な
主
な
質
問
質
問
とと
回回
答答
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 「「担当窓口担当窓口」」が 変わりまし た！
岡山県の事務・権限の一部が新見市に移譲

備　　考

事務の担当窓口事務の担当窓口

新見市に移譲された事務 平成１９年４月１日から

新見市
平成１９年３月３１日まで

岡山県

社会福祉課 社会福祉係
��６１２６

岡山県 保健福祉課
�０８６－２２６－７３１７

数に増減を生じない民生委員協議会の区
域の選定

農林課 林業振興係
��６１３４

備中県民局新見支局
森林課
��１１７７

保安林内の立木伐採等の届出等
　・択抜（人工林に限る）の届出受理
　・間伐の届出受理

農林課 農業畜産振興係
��６１３３

備中県民局 農業振興課
�０８６－４３４－７０３１

農用地区域内における開発行為の許可

農業委員会事務局
��６１０６

農地転用の許可
（４ha以下及び４haを超える地域整備
法によるもの）

農地賃貸借契約の解約等の許可

維持管理課 管理係
��６１３１

備中県民局新見支局
維持管理課
��９１７１

屋外広告物の許可・違反広告物の除去等
　・屋外広告物の許可
　・はり紙、はり札等、広告旗、立看板
等の簡易除去

都市整備課都計・住宅係
��６１１８

岡山県 都市計画課
�０８６－２２６－７４９１

都市計画施設等区域内における建築行為
の許可等
　・都市計画施設等の区域内における建
築の許可をしない土地の指定等

　・施行予定者が定められている際の建
築の許可

高齢者支援課 介護保険
係
��３１４８

岡山県 長寿社会対策課
�０８６－２２６－７３２５
備中県民局 健康福祉課
�０８６－４３４－７０２２

地域密着型サービスとなる特別養護老人
ホーム等の検査等
　・報告徴収および立入検査等

地域密着型サービスとなる軽費老人ホー
ムの設置届出等
　・設置届出の受理
　・廃止等の届出の受理
　・報告徴収および立入検査等

地方公共団体および宗教
法人の墓地等の経営許可
等の事務については、従
来どおり備中県民局環境
課が担当窓口です。

生活環境課 環境保全係
��６１２４

備中県民局新見支局
総務環境課
��９１６３

墓地の経営許可等
　（個人墓地の経営許可等に限る）
　・墓地の経営の許可
　・墓地の区域の変更、廃止の許可

岡山県環境への負荷の低減に関する条例
に係る業務
　・騒音または振動に係る指定施設の設
置等届出受理

　・汚水等特定施設の設置等届出受理
　・ばい煙発生施設の設置等届出受理
　・粉じん発生施設の設置等届出受理

第一種指定化学物質の排出量等の届出受
理等

土壌汚染対策法に関する事務
　・土壌汚染調査結果の報告の受理等

水質汚濁防止法に係る特定施設の設置等
の届出受理等

大気汚染防止法に関する事務
　・ばい煙発生施設の設置届出等
　・一般粉じん発生施設の設置届出等

瀬戸内海環境保全特別措置法に関する
特定施設の設置の許可等

４月１日から、岡山県の事務・権限の一部が新見市に移譲され、

事務の「担当窓口」が変わりました。

※ご不明な点は、下記の窓口までお問い合わせください。
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綱  
島  
定 
彦
   
 
氏

つ
な 

し
ま 

さ
だ 

ひ
こ

　

元
大
佐
町
議
会
議
員
の
綱
島
定

彦
氏
（
大
佐
田
治
部
・　

歳
）
に

８８

旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

綱
島
氏
は
、
昭
和　

年
に
大
佐

５０

町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
以
後

昭
和　

年
ま
で
、
連
続
３
期　

年

６２

１２

に
わ
た
り
情
熱
を
持
っ
て
町
政
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
大
佐
町
議

会
議
長
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
大
佐
町
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
佐
商
工
会
会
長
を
務

め
ら
れ
、
町
内
店
主
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
商
工
業
を
中
心
と
し
た
地

域
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
と
し
て
も
、
商
工

会
で
の
経
験
を
生
か
し
、
大
佐
山

の
観
光
開
発
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
、
以
後
の
観
光
事
業
の
基
礎

を
築
か
れ
る
な
ど
、
観
光
振
興
に

も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

  
三  
輪  
壯  
一 
郎
   
 
氏

み 

わ 

そ
う 

い
ち 

ろ
う

　

元
阿
哲
郡
神
郷
町
立
神
代
小
学

校
長
の
三
輪
壯
一
郎
氏
（
神
郷
下

神
代
・　

歳
）
に
瑞
宝
双
光
章
が

８８

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
輪
氏
は
、
昭
和　

年
に
岡
山

１５

県
師
範
学
校
本
科
第
二
部
を
卒
業

後
、
同
年
３
月　

日
か
ら
岡
山
県

３１

赤
磐
郡
笹
岡
尋
常
高
等
小
学
校
に

叙
位
叙
勲

　

元
大
佐
町
議
会
議
員
の
綱
島
定
彦
氏
（
大
佐
田
治
部
）
に
旭
日
単
光
章

が
、
元
阿
哲
郡
神
郷
町
立
神
代
小
学
校
長
の
三
輪
壯
一
郎
氏
（
神
郷
下
神

代
）
に
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

訓
導
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
教
職
の

道
を
歩
み
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
後
、
主
に
旧
新
見
市
・
阿
哲

郡
内
の
小
中
学
校
を
歴
任
さ
れ
、

昭
和　

年
、
上
房
郡
北
房
町
立
中

４０

津
井
中
学
校
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
阿
哲
郡
哲
西
町
立

野
馳
小
学
校
長
、
阿
哲
郡
神
郷
町

立
神
代
小
学
校
長
を
歴
任
さ
れ
、

昭
和　

年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

５３

　

ま
た
同
氏
は
、
校
長
在
職
中
、

岡
山
県
小
学
校
長
会
副
会
長
、
阿

哲
郡
小
学
校
長
会
長
等
を
務
め
ら

れ
、
備
北
地
域
の
教
育
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

対象年齢が
延長されました！

　平成１９年４月１日受診分から、乳幼児医療費

助成制度の対象年齢が延長されました。

　窓口負担は無料のままで、給付対象が小学校
� ����

１年生までとなります。なお、現在使用中の受
� ����
給証は記載の有効期限までご使用ください。

■問い合わせ先

　市民課国保年金係

 （��６１２３）

乳幼児医療費制度

　新見市国民健康保険では、４月１日から出産

育児一時金の支給を、世帯主（本人）および医

療機関の同意を得たうえで、申請により医療機

関に直接お支払いする受領委任払いができるよ

うになります。

　くわしくは、お問い合わせください。

■問い合わせ先

　市民課国保年金係（��６１２３）

国民健康保険
出産育児
一時金の
お知らせ

綱島定彦氏：右綱島定彦氏：右

三三輪壯一郎氏輪壯一郎氏：右：右
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国保人間ド ッ ク
受診希望者を受け付けています。

【
前
立
腺
検
査
（
男
性
の
み
）】

・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
金
谷
）

　

７
８
０
円

・
渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院

　

６
３
０
円

【
婦
人
科
検
診
（
女
性
の
み
）】

・
渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院

　

１
、
５
７
５
円

※
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
金
谷
）

で
は
、
婦
人
科
検
診
を
受
診
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象

　

新
見
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
被
保
険
者

■
受
診
期
日　

６
月
以
降

※
後
日
受
診
日
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
申
込
期
限　

５
月
１
日
�

※
当
日
消
印
の
も
の
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１ 
新
見
市

新
見
３
１
０
�
３

　

新
見
市
役
所
市
民
課
国
保
年
金

係
（
�
�
６
１
２
３
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

け
て
お
り
ま
せ
ん
。

（
血
液
検
査
、胸
お
よ
び
胃
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
、
尿
・
便
検
査
な

ど
）

■
場
所

　

渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院
、

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
金
谷
）

■
自
己
負
担

・
渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院

　

８
’１
９
０
円

・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
金
谷
）

　

７
’５
６
０
円

　

新
見
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

新
見
市
国
保
の
被
保
険
者
を
対
象

と
し
て
、
平
成　

年
度
人
間
ド
ッ

１９

ク
の
受
診
希
望
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

次
の
①
〜
③
コ
ー
ス
か
ら
お
選

び
く
だ
さ
い
。

 

①
短
期
人
間
ド
ッ
ク

（
脳
の
断
層
撮
影
の
み
）

■
場
所

　

渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院

■
自
己
負
担

　

６
’３
０
０
円

 

②
脳
ド
ッ
ク

（
①
と
②
を
合
わ
せ
た
も
の
）

■
場
所

　

渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院

■
自
己
負
担

　

１
５
’７
５
０
円

 

③
脳
＋
短
期
人
間
ド
ッ
ク

各
コ
ー
ス
に
男
性
は
前
立
腺

検
査
、
女
性
は
婦
人
科
検
診

を
、
次
の
料
金
で
追
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　受診を希望する人は、はがきに住所・氏名・生年月日・

電話番号・希望するコースの番号と病院名を記入のうえ、

お申し込みください。病院名の記入がない場合は、①は

健康管理センター (金谷)、②③は渡辺病院となりますの

でご注意ください。前立腺検査、婦人科検診を希望する

人は前立腺希望、婦人科希望と記入してください。

※検査を希望する人が２

人以上いて、同じ日に

希望する場合は、１枚

のはがきに２人以上を

連記してもかまいませ

ん。

※必ずすべての項目につ

いて、記入してくださ

い。

※実施時期については、

ご希望に添えない場合

があります。

国保人間ドック応募はがき記入例

○
住
所

○
氏
名

○
生
年
月
日

○
電
話
番
号

○
希
望
す
る
コ
ー
ス
・
病
院
名

○
そ
の
他

　

（
曜
日
等
の
実
施
時
期
の
希
望
な
ど
）

国民年金保険料 の お 知 ら せ
引落し）では定額料金ですが、口座振替を早割（当

月保険料の当月末引落し）にすると、５０円が割引に

なります。現金払いは、早期に納付していただい

ても割引はありません。

■問い合わせ先

　岡山社会保険事務局高梁事務所

　（�０８６６－２１－０５７２）

　平成１９年４月から平成２０年３月までの国民年金

保険料は、従来より２４０円引き上げられ、月額

１４,１００円になりました。

　平成１９年度の保険料を一括して前納すると、現

金払いでは、３,０００円の割引、口座振替では、３,５５０

円の割引となります。

　また、毎月納付でも口座振替ならお得な早割が

選べます。通常の口座振替（当月保険料の翌月末
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手
続
き
は
お
済
で
す
か
？

介

護

手

当

平
成　

年
度
下
半
期
の 

１８

介
護
状
況
報
告
書
の
提
出
は 

お
済
み
で
す
か
？

　

介
護
手
当
の
支
給
は
、
年
２
回

提
出
し
て
い
た
だ
く
介
護
状
況
報

告
に
基
づ
い
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

受
給
し
て
い
る
人
で
、
３
月
報

告
分
（　

月
〜
３
月
）
の
介
護
状

１０

況
報
告
書
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な

い
人
は
、
３
月
に
送
付
し
て
い
る

介
護
状
況
報
告
書
を
、
４
月　

日
１６

�
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

状
況
報
告
書
の
用
紙
が
無
い
場

合
は
、
高
齢
者
支
援
課
・
各
支
局
・

各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
連
絡
所
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
は 

支
給
申
請
を
し
ま
し
ょ
う

　

新
規
の
支
給
申
請
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
人
は
、
高
齢
者
支
援

課
・
各
支
局
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー
・

連
絡
所
に
備
え
付
け
の
介
護
手
当

支
給
申
請
書
に
民
生
委
員
の
証
明

書
を
添
付
し
て
、
高
齢
者
支
援
課

長
寿
社
会
係
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
支
給
要
件

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、　

歳
以

６５

上
で
３
か
月
以
上
寝
た
き
り
や
、

認
知
症
の
状
態
に
あ
る
人
を
、

自
宅
で
３
か
月
以
上
介
護
し
て

い
る
人

※
３
か
月
が
経
過
し
た
日
か
ら
受

給
資
格
が
発
生
し
ま
す
が
、
申
請

日
が
そ
れ
以
降
の
場
合
は
、
申
請

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
支
給
額

【
月
額
】
１
万
円

※
支
給
は
上
・
下
半
期
の
年
２
回

提
出
し
て
い
た
だ
く
介
護
状
況
報

告
に
基
づ
い
て
支
給
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課
長
寿
社
会
係

　

（
�
�
６
１
２
５
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

平成１９年４月から

７０歳未満の入院時の
窓口負担が変わりました。

　７０歳未満の被保険者が、医療機関で１か月

に支払った窓口負担が自己負担限度額を超え

た場合、その越えた分は、後の申請により高

額療養費として払い戻されていましたが、平

成１９年４月からは、申請により、入院時にお

いては自己負担限度額までの負担ですむこと

になりました。

■申請手続の注意事項

・国民健康保険限度額適用認定申請書で申請

し、交付を受けてください。

・本庁市民課、各支局、市民センターで手続

きすることができます。

・国民健康保険の保険税を滞納していると、

認定証の交付が受けられない場合がありま

す。

■申し込み・問い合わせ先

　市民課国保年金係（��６１２３）

　大佐支局市民福祉課（��２１１２）

　神郷支局市民福祉課（��６１１２）

　哲多支局市民福祉課（��２１１２）

　哲西支局市民福祉課（��２１１２）

　各市民センター

４月１日から

心身障害者医療費制度が
一部変更されました。

外来と入院がある場合外来だけの場合所得区分

８０,１００円＋１％※４４,４００円　一定以上

４４,４００円１２,０００円　一　　般

１２,０００円２,０００円�
　低所得

６,０００円１,０００円�

※医療費総額が８０万１,０００円を超えたときは、次のとおりです。
   　８０,１００円＋（医療費総額－８０１,０００円）×１％

 変更前〈１か月の一部負担限度額〉

※医療機関へは、お持ちの受給資格証を提示して、現行どおりの一部
負担限度額を支払うことになりますが、償還給付の際、変更後の自
己負担限度額との差額は算入されます。

今回の改正について、ご不明な点がありましたら下記

へお問い合わせください。

■問い合わせ先

　市民課国保年金係（��６１２３）

外来と入院がある場合外来だけの場合所得区分

５６,０００円３１,０００円　一定以上

３１,０００円８,０００円　一　　般

８,０００円１,４００円�
　低所得

４,０００円７００円�

 変更後（４月１日受診分から）〈１か月の一部負担限度額〉
�

平成１８年１０月１日からの改正により、医療費保険制度

による定率１割が自己負担となり、一部負担限度額が

設けられています。 
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2m以内� 2m以内�

河川河川・水路等路等�河川・水路等�

（敷地に限る）�

放流側�
第一マス�

合併処理浄化槽�

国庫補助対象範囲�

宅内排水設備�
個人負担�

市が行う工事の範囲�

流入側流入側�
第一マス第一マス�
流入側�
第一マス�

宅内マス�

個人負担�

　三室観光組合は、神郷油野三室地区にある三室総

合案内所を会場に、シャクナゲ祭りを開催します。

　三室峡には１,０００本以上のホンシャクナゲが自生

しており、毎年４月下旬から５月上旬にかけて、三

室峡一面を彩ります。

　また、地元特産物の販売なども行いますので、ご

家族おそろいでご来場ください。

■内容

　神郷神明社による備中神楽、地元特産物の販売、

各種バザーなど

■後援　新見市

■問い合わせ先

　神郷支局経済建設課産業係（��６１１３）

１,０００本以上のホンシャクナゲを見に行き１,０００本以上のホンシャクナゲを見に行きませんませんかか！！

三室峡シ ャ クナ ゲ 祭り
神郷油野の三室総合案内所で開催

４月２９日（日）
１０：００～１５：００

合
併
処
理
浄
化
槽 
で
生
活
排
水
を
き
れ
い
に

設
置
申
請
を
受
付
中 
！

　

市
で
は
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど

の
集
合
処
理
計
画
区
域
以
外
の
区
域
に
お
い
て
、
水

質
浄
化
を
推
進
す
る
事
業
と
し
て
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
分
担
金
（
１
戸
あ
た
り
）

　

５
〜　

人
槽　
　

万
円

１０

２０

※
平
成　

年
３
月
ま
で
に
設
置
で
き
る
場
合
の
金
額

２０

で
す
。
平
成　

年
４
月
以
降
は　

万
円
に
な
り
ま
す
。

２０

３０

■
使
用
料
（
１
か
月
あ
た
り
：
一
般
住
宅
）

　

基
本
額　

１
’５
７
５
円

※
世
帯
員
１
人
に
つ
き
５
２
５
円
を
加
算
し
ま
す
。

■
設
置
申
請
受
付
期
間

　

平
成　

年　

月　

日
�
ま
で

１９

１０

３１

※
設
置
工
事
に
期
間
を
要
す
る
た
め
、
前
記
受
付
期

間
で
締
め
切
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
管
理
係

　

（
�
�
６
１
３
８
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）
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千屋�

大井野�

上刑部�

大佐�

河内�

布瀬�

上熊谷�

寺元�

蔵内�

平田・夢咲�

新見�

足見�

草間�
井倉�

久保井野久保井野�

井原井原・井戸井戸・布寄布寄�

久保井野�
哲多�

萬歳�

新南�

哲西�

井原・井戸・布寄�

中国自動車道�

公共下水道�

特定環境保全公共下水道�

農業集落排水�

小規模集合排水処理施設�

�
上記以外　合併浄化槽等�

　市では、平成１４年度策定の「新見

市汚水適正処理構想（処理構想）」

の見直しを行い、一部変更した新構

想を策定し本年度から適用します。

　この処理構想では、広大な市域全

体の公共用水域の水質保全と快適な

生活環境の整備を目的に下水道の整

備を推進するため、各地域の地形や

集落の密集度を基本に施設整備費か

ら維持管理費も含めた経済比較を行

っています。その検討に基づいて、

各地域に最適な集合処理方式や個別

処理方式による事業を計画していま

す。

　今回の見直しでは、平成１４年の策

定から５年が経過し、合併や社会情

勢の変化に伴い新構想の策定が急務

となったことから、旧構想を基に、

該当地域の意向を加えて再度検討し

たものです。（事業実施済み地区も

含む。）

　各地域の計画別の事業は、図のと

おりです。また、集合処理計画地域

以外は、個別処理方式（合併処理浄

化槽設置）となります。

■問い合わせ先

　下水道課管理係（��６１３８）

美しい湿原と伝統の太鼓田植えを見に行こう美しい湿原と伝統の太鼓田植えを見に行こう！！

鯉が窪湿原まつ り
道の駅「鯉が窪」周辺・鯉が窪湿原で開催

　第１８回鯉が窪湿原まつりを開催します。湿生植

物を見ることができる春の鯉が窪湿原を散策して

みませんか。

　また、道の駅「鯉が窪」近くの水田では、今では

めったに見ることができない、牛による農耕風景や、

田の神を讃え、秋の五穀豊穣を願い伝承されてきた

市無形文化財の「太鼓田植え」が披露されます。

　その他、ステージイベントや特産品の販売、各種

バザーなども行われますので、ご家族お誘い合わせ

のうえご来場ください。

■問い合わせ先

　哲西支局経済建設課（��２１１３）

第　

回
１８５月３日（祝・木）

１０：３０～１５：００

 「新見市汚水適正処理構想」が一部変更されます 。
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■入居開始日　５月１日�　（予定）

■申 込 方 法　入居希望者は、４月１８日�までに、都市整備課または各支局に備え付けの用紙でお申し込

みください。

　　　　　　　※申し込みに際しては所得制限等がありますので、くわしくはお問い合わせください。

■問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（��６１１８）

■団地名および募集戸数

市営住宅 入居者募集

その他家　　賃募集
戸数面積構造規模団　地　名

単身者不可９，６００円～１５，９００円2５８.２９�簡耐平屋３DK天　神（大佐永富）市営住宅

市営住宅の入居者を次のとおり募集します。

　

農
地
転
用
手
続

　

農
地
に
家
を
建
て
た
り
、
資
材
置
き
場
、
駐

車
場
な
ど
に
転
用
し
た
り
す
る
場
合
は
、
許
可

後
で
な
け
れ
ば
工
事
な
ど
に
着
手
で
き
ま
せ
ん
。

　

自
分
が
利
用
す
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
転
用

目
的
で
売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
す
る
場
合
や
、

や
む
を
得
な
い
事
情
で
一
時
的
に
農
地
以
外
に

す
る
場
合
も
同
様
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
無
許
可
で
農
地
を
露
天

資
材
置
き
場
、
駐
車
場
、
プ
レ
ハ
ブ
事
務
所
に

転
用
す
る
な
ど
の
悪
質
な
事
例
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

農
地
の
無
断
転
用
や
転
用
目
的
違
反
（
許
可

申
請
目
的
以
外
の
利
用
）
が
あ
る
と
、
厳
し
い

是
正
措
置
や
罰
則
を
受
け
る
ほ
か
、
工
事
の
中

止
や
農
地
へ
の
復
元
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
の
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
農
地
の

転
用
を
計
画
す
る
と
き
は
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
６
１
０
６
）

　

農
業
振
興
地
域
変
更
申
出
の 

　

締
切
は
５
月
末
と　

月
末

１１

　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
農
地
は
、
法
律
に
よ
り
、
原
則
と
し
て

農
業
以
外
の
用
途
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
や
む
を
得
ず
農
地
を
宅
地
等
に
転

用
す
る
場
合
は
、
農
地
転
用
の
手
続
き
よ
り
も

先
に
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
を
行

う
こ
と
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
変
更
に
は
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

事
業
計
画
に
は
余
裕
を
も
っ
て
、
早
め
に
除
外

申
出
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
土
地
条
件
等
に
よ
り
、
除
外
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

農地　 違反
なくし まし ょ う！

隠諮問�

③答申�

①変更申出�
（5月・11月）�

⑪変更通知�
（概ね半年後）�

③事前協議�
②現地調査�

④回答�

岡
山
県
農
業
会
議�

農
業
委
員
会�

申
　
請
　
者�

岡
　
山
　
県�

市

�

陰申請書�
　提出�

吋許可書�
　交付�

⑧協議調整�

⑨同意�
⑤協議会意見聴取�
⑥公告縦覧　30日間�
⑦異議申出　15日間�
⑩計画変更公告縦覧�

申
　
出
　
者�

農 地 転 用 手 続 き �

農業振興地域変更手続き�

※県からの権限移譲により、４月１日から農業委員会許可になりました。�
　農地転用許可の審査基準は、当分の間、岡山県審査基準を準用します。�

転 用
転用目的



19 市報にいみ 第２５号April 2007

固
定
資
産
税
の
減
額
が

受
け
ら
れ
ま
す

住
宅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め
に
住

宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
し
て
、

次
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
固
定

資
産
税
の
減
額
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
建
物
の
要
件

・
平
成　

年
１
月
１
日
以
前
か
ら

１９

所
在
す
る
居
住
用
建
物
（
賃
貸

住
宅
を
除
く
）

・
次
の
い
ず
れ
か
の
人
が
居
住
す

る
建
物

①　

歳
以
上
の
人

６５
②
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

　

定
を
受
け
て
い
る
人

③
障
害
者
等
で
該
当
す
る
人

■
改
修
の
要
件

・
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

１９

　

年
３
月　

日
の
間
に
改
修
さ

２２

３１

れ
た
も
の

・
次
の
工
事
で
、
補
助
金
等
を
除

く
自
己
負
担
が　

万
円
以
上
の

３０

も
の

①
廊
下
の
拡
幅

②
階
段
の
勾
配
の
緩
和

③
浴
室
の
改
良

④
便
所
の
改
良

⑤
手
す
り
の
取
付
け

⑥
床
の
段
差
の
解
消

⑦
引
き
戸
へ
の
取
替
え

⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

■
減
額
の
要
件

・
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
の
翌

年
の
固
定
資
産
税
を
減
額

・
該
当
建
物
の
固
定
資
産
税
相
当

額
か
ら
、
３
分
の
１
に
相
当
す

る
額
を
減
額
（
１
０
０
㎡
分
ま

で
を
限
度
）

■
確
認
の
手
続
き

・
改
修
後
３
か
月
以
内
に
、
工
事

明
細
書
や
写
真
等
の
関
係
書
類

を
添
付
し
て
、
市
税
務
課
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係

 
（
�
�
６
１
１
７
）

■
助
成
額

　

次
の
基
本
補
助
対
象
額
の
２
分

の
１
以
内

【
基
本
補
助
対
象
額
（
１
メ
ー
ト

ル
）】

・
ト
タ
ン
板
、
金
網　

５
０
０
円

・
電
気
柵　
　
　
　
　

２
５
０
円

・
網
（
防
護
ネ
ッ
ト
）
２
０
０
円

■
必
要
書
類

　

申
請
書
、
位
置
図
、
切
絵
図
等

（
農
地
の
位
置
、
柵
の
範
囲
が

わ
か
る
も
の
）、
防
護
柵
の
領

収
書
写
し
（
設
置
後
）

■
受
付
期
間

　

７
月　

日
�
ま
で

３１

 

野
猪
捕
獲
柵
設
置
事
業

■
助
成
条
件

・
２
戸
以
上
で
の
設
置

・
設
置
し
た
捕
獲
柵
を
適
正
に
管

理
す
る
に
当
た
り
、
有
害
鳥
獣

駆
除
班
班
長
お
よ
び
管
理
責
任

者
の
署
名
、
押
印
が
必
要

・
捕
獲
柵
設
置
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
作
業

と
な
り
ま
す
。

※
事
前
申
請
を
原
則
と
し
ま
す
。

■
助
成
額

　

捕
獲
柵
設
置
に
係
る
経
費
の
３

分
の
２
以
内
（
上
限
あ
り
）

■
必
要
書
類

　

申
請
書
、
位
置
図

■
受
付
期
間　

７
月　

日
�
ま
で

３１

　

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
に
よ
る
農
作

物
被
害
が
、
依
然
と
し
て
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
の
防
護
柵
や
、
捕
獲

す
る
た
め
の
柵
を
設
置
す
る
費
用

の
助
成
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
、
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

 

農
作
物
被
害
防
止
柵
設
置
事
業

■
助
成
条
件

・
３
戸
以
上
で
の
設
置

・
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
で
の
設

置
※
助
成
条
件
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■申請・問い合わせ先

　農林課（��６１３３・��６１３４）

　大佐支局経済建設課産業係（��２１１３）

　神郷支局経済建設課産業係（��６１１３）

　哲多支局経済建設課産業係（��２１１３）

　哲西支局経済建設課産業係（��２１１３）

　各市民センター

【
爆
音
器
】

・
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
近
隣
の
了
解
を

得
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夜
間
な
ど
迷
惑
が

か
か
る
恐
れ
の
あ
る
時
間

帯
に
は
、
極
力
使
用
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

【
電
気
柵
】

・
人
が
容
易
に
立
ち
入
ら
な

い
場
所
に
設
置
す
る
な
ど
、

学
童
等
通
行
人
の
安
全
を

考
慮
し
た
設
置
を
し
ま
し

ょ
う
。

・
人
が
電
気
柵
の
設
置
に
気

が
つ
く
よ
う
、
適
当
な
間

隔
で
注
意
喚
起
の
看
板
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

鳥
獣
害
防
止
施
設
の

適
正
使
用
に
つ
い
て

イノシシイノシシから
農作物を守る
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春
は
転
勤
や
就
職
、
入
学
な
ど

で
異
動
の
多
い
季
節
で
す
。
忙
し

さ
に
追
わ
れ
つ
い
忘
れ
が
ち
な
の

が
転
入
や
転
出
に
伴
う
届
出
で
す
。

　

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
選
挙
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民
年

金
を
受
け
取
れ
な
く
な
る
こ
と
な

ど
の
不
都
合
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
転
入
・
転
出
・
転
居
・
世

帯
変
更
の
届
出
期
間
は
、
法
律
で

　

日
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１４定
め
ら
れ
て
い
る
期
間
を
過
ぎ
て

届
出
を
し
た
と
き
は
、
簡
易
裁
判

所
へ
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
過
料
の
対
象
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

届
出
は
必
ず
し
ま
し
ょ
う
。

 

転
出
の
場
合
は 

 

転
出
証
明
書
の
交
付
を

　

市
外
へ
転
出
す
る
と
き
は
、
転

出
証
明
書
が
必
要
で
す
。
転
出
証

明
書
は
、
転
出
す
る
日
の　

日
前

１４

か
ら
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
転
出
証
明
書
を
持
っ
て
、

新
し
い
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場

で　

日
以
内
に
転
入
手
続
き
を
し

１４
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
に
は
、
転
出
先
の
正
確
な
住
所

と
印
鑑
、
お
よ
び
届
出
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
基

カ
ー
ド
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
印
鑑
登
録
証
・
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
、
市
が

発
行
し
て
い
る
各
資
格
証
を
持
っ

て
い
る
人
は
転
出
先
で
は
使
え
ま

せ
ん
の
で
返
し
て
く
だ
さ
い
。

 

転
入
の
場
合
は
転
入
届
け
を

　

新
見
市
へ
住
み
は
じ
め
て
か
ら

　

日
以
内
に
転
入
届
け
を
し
て
く

１４だ
さ
い
。

　

転
入
に
は
、
旧
住
所
地
の
市
区

町
村
役
場
で
交
付
を
受
け
た
転
出

証
明
書
と
印
鑑
、
お
よ
び
届
出
人

の
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

住
基
カ
ー
ド
な
ど
）、
介
護
保
険

受
給
資
格
証
明
書
（
該
当
者
）
が

必
要
で
す
。

 

市
内
で
の
転
居
も
届
出
を

　

市
内
で
引
っ
越
し
を
し
た
と
き

も
、
異
動
後　

日
以
内
に
届
出
が

１４

必
要
で
す
。

　

印
鑑
、
お
よ
び
届
出
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
基

カ
ー
ド
な
ど
）
と
、
国
民
健
康
保

険
証
な
ど
（
加
入
者
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
届
出
窓
口

　

市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
支
局

市
民
福
祉
課
お
よ
び
市
民
セ
ン

タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先 

　

市
民
課
市
民
係

　

（
�
�
６
１
２
１
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課
市
民
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課
市
民
係

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課
市
民
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課
市
民
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

 

そ
の
他
の
手
続
き

○
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
新
し

く
就
職
し
社
会
保
険
が
で
き
た
場

合
、
ま
た
進
学
な
ど
で
市
外
へ
転

出
し
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

就
職
し
た
場
合
は
新
し
い
保
険

証
、
進
学
な
ど
で
転
出
し
た
場
合

は
学
生
証
の
コ
ピ
ー
な
ど
と
、
現

在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
を

持
参
の
う
え
、
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
市
民
課

国
保
年
金
係
（
�
�
６
１
２
３
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
水
道
休
止
の
届
出

　

引
っ
越
し
の
際
、
特
に
忘
れ
が

ち
な
の
が
水
道
の
休
止
届
で
す
。

　

転
出
し
た
後
で
も
休
止
の
届
出

を
す
る
ま
で
は
、
水
道
料
金
を
請

求
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
土
・
日
・
祝
日
は
、
業
務

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
遅
く

と
も
異
動
の
１
週
間
前
に
は
、
必

ず
上
水
道
課
管
理
係
（
�
�
８
９

７
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
学
校
の
転
校
手
続
き

　

児
童
・
生
徒
の
い
る
家
庭
で
は
、

通
学
中
の
学
校
へ
転
校
届
を
行
い
、

必
要
書
類
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
書
類
は
、
新
し
い
学

校
へ
の
転
校
手
続
き
に
必
要
で
す
。

○
郵
便
局
へ
の
転
居
届

　

郵
便
局
へ
住
所
変
更
届
を
す
る

と
、
１
年
間
は
転
居
先
へ
郵
便
物

を
転
送
し
て
も
ら
え
ま
す
。

の
届
出

お
忘
れ
な
く

お
忘
れ
な
く ！！

転
出
転
入
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民間の経営ノウハウを導入

　各施設の管理運営について、民間の経営ノウハウを導

入し、経費の節減とサービスの向上を図るため、指定管理

者の募集を行います。

■指定管理期間

　平成１９年１０月１日から５年以内

■運営条件

・利用料金収入は、すべて指定管理者の収入になります。

・施設の管理運営に必要な全費用負担は、施設利用料金等

の収入で行っていただきます。

・指定管理者に指定された場合は、毎年事業年度終了後に、

利益還元金を支払っていただきます。

※新見市レストランしんごうは、毎年３月末までに減価

償却相当額も支払っていただきます。

■応募方法

　指定管理者申請書および経営審査書類を市に提出し、

審査を受けていただきます。

■応募要項等の配布

　応募要項、申請書等は４月１３日�まで、神郷支局経済建

設課で配布します。

■申請書等の提出日

　４月２７日�　９時～１７時

■申請書提出・問い合わせ先

　新見市神郷下神代３９３６

　新見市役所神郷支局経済建設課（��６１１３）

犬の
狂犬病予防注射
　４月１０日�から５月２５日�にかけて、

市内を巡回する狂犬病予防注射を行いま

す。３月５日時点で犬の登録をされてい

る飼い主に、日程表を送付していますの

で、お近くの会場で狂犬病予防注射を必

ず受けてください。

■対象　生後９１日以上の犬

■注射料金　２， ８００円

　※狂犬病予防注射済み票交付手数料を

含む

■会場での注意点

・犬のフンは飼い主の人が後始末をして

ください。

・犬同士の喧嘩および逃走等の事故につ

いては、市は責任を持てませんので、犬

をコントロールできる人が連れてきて

ください。

●犬の登録と狂犬病予防注射を受けるこ

とは、狂犬病予防法により義務づけら

れています。

●なお、犬の登録がまだの人は、この際に

登録をお済ませください。登録料金は 

３， ０００円です。

■問い合わせ先

　生活環境課環境保全係（��６１２４）

　大佐支局市民福祉課（��２２１２）

　神郷支局市民福祉課（��６１１２）

　哲多支局市民福祉課（��２１１２）

　哲西支局市民福祉課（��２１１２）

指定管理者募集中

●神郷温泉と周辺施設および神郷第一スキー場施設

■管理運営対象業務

　神郷温泉（周辺施設を含む）、並びに神郷第一スキー

場施設（スキーセンターを含む）および付帯する施

設の経営に関するすべての業務

■応募の条件

　施設の管理運営全般について、その方法を提案して

いただくプロポーザル方式とします。例えば、各施

設の組み合わせや、場合によっては切り離しなどの

提案も可とします。また、温泉施設を利用した福祉

施設への転用等の提案も可とします。なお、提案内

容によっては、補助金が支出できる場合もあります。

■応募資格　法人および団体

※個人での応募はできません。

●新見市レストランしんごう

■管理運営対象業務

　新見市レストランしんごうおよび附帯する施設の

経営に関するすべての業務

■応募資格　法人および団体

※個人での応募はできません。

※なお、会場と時間の詳細については、３月５日
時点で犬の登録をされている飼い主の人に送付
した日程表をご確認いただくか、生活環境課まで
お問い合わせください。

狂犬病予防注射日程
対象地区時　間期　日

金谷・新見・高尾９：００～１２：３０４月１０日（火）

草間・土橋・豊永・足見・正田９：４０～１５：２５４月１１日（水）

哲多９：３０～１４：４０４月１２日（木）

哲多９：００～１１：５０４月１３日（金）

哲西９：１０～１２：００４月１７日（火）

哲西９：５０～１５：４０４月１８日（水）

菅生・熊谷９：１０～１１：５５４月２０日（金）

千屋・坂本・上市・西方９：３０～１４：００４月２４日（火）

大佐９：３０～１２：１０４月２５日（水）

神郷・足立９：３０～１２：３０４月２６日（木）

長屋・井倉・法曽・唐松・石蟹９：００～１４：４５４月２７日（金）
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会
員
に
な
る
に
は

　

消
費
生
活
に
関
心
を
お
持
ち
の

人
は
、
ど
な
た
で
も
会
員
に
な
れ

ま
す
。
市
生
活
環
境
課
に
あ
る
消

費
生
活
行
政
窓
口
の
県
消
協
新
見

班
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
会
費
は
３
０
０
円

で
す
。

 
県
消
協
の
組
織

 
活
動
内
容

　

悪
質
商
法
撃
退
の
寸
劇
に
よ
る

啓
発
活
動
、
リ
フ
ォ
ー
ム
品
作
り
、

廃
油
を
使
っ
た
石
け
ん
作
り
、
ボ

カ
シ
作
り
、
食
の
安
全
・
安
心
に

関
す
る
学
習
会
へ
の
参
加
、
消
費

生
活
講
座
へ
の
参
加
、
先
進
地
視

察
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
悪
質
商
法
被
害
に 

 
あ
わ
な
い
た
め
に

　

消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

優
し
い
言
葉
で
近
付
き
、
話
し

相
手
に
な
っ
て
、
健
康
器
具
・
健

康
食
品
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の

高
額
な
商
品
の
購
入
契
約
を
さ
せ

ら
れ
る
被
害
例
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ
ず
に
、

き
っ
ぱ
り
�
い
ら
な
い
�
と
断
り

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
消
費
者
被
害
に
あ
っ
た

場
合
は
、
あ
れ
こ
れ
悩
む
よ
り
相

談
を
し
ま
し
ょ
う
。

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
派
遣

　

県
で
は
、
消
費
者
被
害
撲
滅
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
県
民
、
消
費

者
団
体
等
の
有
志
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
と
し
て
登
録
し
、
県
内
各

地
域
の
会
合
等
に
派
遣
し
て
啓
発

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
会
、
町
内
会
等
い
ろ
い
ろ

な
機
会
を
と
ら
え
て
積
極
的
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
派
遣
対
象

　

町
内
会
、
老
人
会
、
公
民
館
等

県
内
各
地
域
で
消
費
者
被
害
防

止
の
た
め
に
開
催
さ
れ
る
会
合

な
ど

※
参
加
者
人
数
が　

人
以
上
で
、

３０

講
座
時
間
が
１
時
間
〜
１
時
間　
３０

分
程
度
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
講
座
内
容

　

講
話
、
寸
劇
、
替
え
歌
、
紙
芝

居
な
ど
、
ご
希
望
に
応
じ
て
講

師
を
派
遣
し
ま
す
。

■
講
師
派
遣
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

所
定
の
派
遣
申
込
書
を
、
講
座

開
催
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
、

新
見
市
役
所
生
活
環
境
課
生
活

交
通
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
生
活
環
境
課
生

活
交
通
係
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
r

e
f.o
k
a
y
a
m
a
.jp
/se
ik
a
tsu
/sy

o
h
i/sy
o
h
i.h
tm

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
県
消
協
入
会
の
申
し
込
み
先

　

県
消
協
新
見
班
事
務
局

　

（
�
�
６
１
２
２
）

■
悪
質
商
法
被
害
相
談
先

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

  
（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
０
９
９
９

　

：

土
日
も
相
談
可
）

　

新
見
市
役
所
生
活
環
境
課

　

（
�
�
６
１
２
２
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
派
遣
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 
（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
１
０
１
９
）

　

新
見
市
役
所
生
活
環
境
課

 
（
�
�
６
１
２
２
）

県消協は、消費生活の知識を身につけ、普及させ、実践していく
“賢い消費者づくり”を目的としています。

◎一人で悩まないでお気軽にご相談ください。
　女性相談員が、生き方・家庭のことなど、さまざまな悩

みに耳を傾け、問題解決のお手伝いをします。

◎欲しい情報が手に入ります。
　男女共同参画に関する情報紙や図書、また、貸出用ビデ

オも備えていますので、お気軽にご利用ください。

男女共同参画プラザをご利用ください。

■開設・相談受付時間（面接・電話）

　火～木曜日　１０：００～１８：００

■相談・問い合わせ先

　まなび広場にいみ２階

　男女共同参画プラザ（��６１５９）

新見班（県消協）から のお知ら せ

岡山県消費生活問題研究協議会

県
消
協
本
部

 
新　

見　

班

各　

分　

会

新
見
分
会

大
佐
分
会

神
郷
分
会

哲
多
分
会

哲
西
分
会

��
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　口座振替を利用すると、自動的に指定す

る口座から納付されるのでとても便利です。

■取扱金融機関

　中国銀行、備北信用金庫、トマト銀行、

山陰合同銀行、中国労働金庫、阿新農業

協同組合、郵便局

■申込方法

　預金口座のある取扱金融機関などの窓口

でお申し込みください。

【申し込みに必要なもの】

○申込用紙（市内各金融機関、市役所本庁・

各支局に備え付けてあります。）

○納税通知書（納付書）、預金通帳、通帳の

届出印

■問い合わせ先

　税務課収税係（��６１１６）

期別税　　目納期限

１期固定資産税・都市計画税５月１日（火）

全期軽自動車税５月３１日（木）

１期市県民税７月２日（月）

２期
１期

固定資産税・都市計画税
国民健康保険税

７月３１日（火）

２期
２期

市県民税
国民健康保険税

８月３１日（金）

３期国民健康保険税１０月１日（月）

３期
４期

市県民税
国民健康保険税

１０月３１日（水）

５期国民健康保険税１１月３０日（金）

３期
６期

固定資産税・都市計画税
国民健康保険税

１２月２５日（火）

４期
７期

市県民税
国民健康保険税

１月３１日（木）

４期
８期

固定資産税・都市計画税
国民健康保険税

２月２９日（金）

平成１９年度　市税納期一覧

市 税の 納 付 は
便利な口座振替で

鑑定 品を募集しています ！

　市では、テレビ番組「開運！なんでも鑑定団」出張

鑑定の公開録画を予定しています。

　みなさんのとっておきの「お宝」を募集します。時

代やジャンルは問いませんので、この機会にぜひご

応募ください。

８月１１日（土）１３時から
「まなび広場にいみ大ホール」で公開録画予定

※観覧希望者の募集等については、市報にいみ６月号で

お知らせする予定です。

■鑑定品の応募方法

　　所定の申込書に必要事項を記入のうえ、鑑定品の写

真を添付し、持参または郵送にてお申し込みください。

申込書は企画課・各支局総務課・各市民センター・足

立連絡所にて配布しています。また、市のホームペー

ジ（http：//www.city.niimi.okayama.jp）からもダウ

ンロードできます。

■添付写真

　　つぎの①～③を含む写真を３点以上

　①全体像がわかる写真

　②主要な部分（絵柄や文字等）のアップ写真

　③銘や落款などの写真

■応募上の注意

　・一人につき何点でも応募できますが、申込書は鑑定

依頼品１点につき１枚必要です。

　・収録予定日の８月１１日�に出演可能な人に限ります。

　・古物売買免許のある人は応募できません。

　・応募いただいた申込書類、写真は返却しません。

■選考方法

　テレビ局の番組担当スタッフが、応募書類を詳細に検

討して選考します。

　※選考の途中経過については一切お答えできません。

■選考結果発表

　採用の可能性がある人には、テレビ局の番組スタッフ

から直接連絡があります。※連絡がない場合は不採用

となり、鑑定しません。

■応募締切　６月１１日�必着

■申し込み・問い合わせ先

　〒７１８-８５０１　新見市新見３１０－３

　新見市役所企画課「出張！なんでも鑑定団in新見」

　お宝係（��６１１４）
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●提案＆お便りの送り方
・今月号で配布した専用用紙ま
たは官製はがきに、①提案②
住所③氏名④年齢⑤電話番号
を書いてお送りください。
・専用用紙は、折りたたむと封
書になります。切手をはらず
にポストに入れてください。
（来年の３月末まで使用でき
ます）
・住所、氏名の記入がないもの
は「市報にいみ」に掲載しま
せんのでご了承ください。
・ファックス、電子メールでも
受け付けています。ファック
ス、電子メールも「提案＆お
便り」係に届きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　72－6243
・電子メール
idea@city.niimi.okayama.jp

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

場
合
は
、
用
紙
下
の
匿
名
希
望
の
欄
の

「
は
い
」
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
便
り

く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、市
長
か
ら
回
答
い
た
し
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場

合
は
、
匿
名
の
扱
い
も
し
ま
す
。
そ
の

が
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
、

毎
朝
う
す
暗
い
う
ち
か
ら　

分
４０

ぐ
ら
い
散
歩
を
し
、
健
康
に
努

め
て
い
ま
す
。
老
人
会
に
入
り
、

共
通
の
趣
味
の
方
た
ち
と
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

と
、
定
年
後
の
自
由
な
時
間
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
野
菜
作
り

も
ま
だ
ま
だ
出
来
が
良
く
な
い

で
す
が
、
月
に
１
〜
２
度
来
る

４
歳
の
孫
が
、「
じ
い
ち
ゃ
ん
の

作
る
野
菜
は
お
い
し
い
」
と
畑

に
つ
い
て
来
て
、
じ
ゃ
ま
を
し

た
り
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
と
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
健

康
で
楽
し
く
生
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 石  田   豊 美   さん

いし だ とよ み

［大佐布瀬・６１歳・農業］

　

平
成　

年
９
月
に
定
年
退
職

１７

と
と
も
に
、
倉
敷
市
か
ら
大
佐

に
妻
と
２
人
で
帰
省
し
、
年
老

い
た
認
知
の
母
の
世
話
を
し
て

い
ま
す
。
定
年
後
は
、
妻
と
今

ま
で
一
生
懸
命
働
い
て
き
た
分
、

少
し
は
の
ん
び
り
し
て
旅
行
に

行
っ
た
り
し
た
い
な
と
言
っ
て

い
ま
す
。

　

会
社
勤
務
を
し
て
い
た
時
は
、

月
に
１
〜
２
度
帰
っ
て
い
た
と

は
い
え
、
母
１
人
を
大
佐
に
残

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
少
し
は
恩
返
し
に

と
、
地
域
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
歳
を
と
っ
て
く
る
と
足
腰

が
弱
り
、
自
分
の
好
き
な
趣
味

や
、
地
域
の
方
た
ち
と
の
活
動

『定年後の生活』
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メ
リ
カ
留
学
の
後

数
年
在
米
、「
や
っ
ぱ

り
日
本
が
い
い
ネ
。」と
帰
国
、今

は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
活
躍

中
。
娘
は
大
学
卒
業
後
、
仕
事
を
し
な
が
ら
家

に
居
り
ま
す
が
、
こ
の
歳
に
な
る
ま
で
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
生
活
で
き
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

私
は
月
２
か
所
ぐ
ら
い
地
方
に
演
奏
・
指
導
に
出
向
き
、

も
う
す
ぐ
賞
味
期
限
切
れ
に
な
る
の
で
は
？
と
勝
手
に
期

限
を
書
換
な
が
ら
の
活
動
で
す
。

　

３
回
目
の 
故
郷 
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
妹
（
宮
田
京
子
・
声
楽

ふ
る
さ
と

科
出
身
）
と
２
人
の
賞
味
期
限
が
切
れ
る
前
に
開
催
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
日
を
楽
し
み
に
作
曲
い
た
し
ま
す
。
そ
れ

で
は 
故
郷 
の
皆
様
、そ
の
時
ま
た
お
目
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と

暖
冬
で
桜
の
開
花
が
間
近
と
か
、
お
ひ
な
様
を
飾
り
な

が
ら 
故
郷 
を
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。　

昨
年
の
４

ふ
る
さ
と

月
、「 
故
郷 
コ
ン
サ
ー
ト
」を
三
光
正
宗
の「
華
の
蔵
」で
開
催

ふ
る
さ
と

し
ま
し
た
。こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
２
回
目
で
、
１
回
目
は
「
新

見
高
校
創
立　

周
年
記
念
行
事
」
の
一
つ
と
し
て
演
奏
依

８０

頼
が
あ
り
、
市
民
会
館
で
演
奏
い
た
し
ま
し
た
。
自
作
品
を

「
心
の
響
き
」
と
し
て
糸
で
表
現
し
、 
故
郷 
の
皆
様
と
楽
し
い

ふ
る
さ
と

時
間
を
共
有
い
た
し
ま
し
た
。特
に
「
華
の
蔵
」
で
の
演
奏
は

最
も
心
に
残
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

故
郷
を
離
れ
て　

年
、気
が
付
く
と 
箏 
演
奏
・
作
曲
家
中

こ
と

４０

村
道
百
合
と
し
て
全
国
で
演
奏
や
指
導
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。今
あ
る
自
分
は
、亡
き
父
・
母
・
家
族
の
お
陰
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

東
京
中
野
の
主
人
の
元
に
嫁
ぎ　

年
、
主
人
は
第
二
の

４０

人
生
を
気
儘
に
過
ご
し
、
一
番
の
協
力
者
で
す
。息
子
は
ア

南 か ら

★

　Hi Everyone! My name is James Palmer and I am from 
the United Kingdom (UK). The UK is of course the land 
of Harry Potter, the Beatles and the Queen amongst 
others. My hometown is called Bristol and is in the south 
west of the country, an area famous for its rolling hills, 
cows and cider. Bristol has a population of half a million 
people. It is home to the studio that makes the Wallace 
and Gromit films, and also stages one of the largest hot 
air balloon festivals in the world.
　I arrived in Niimi in late November of last year and 
now work at five elementary schools: Shisei, Osakabe, 
Shimokumatani, Shiogi and Tajibe; sometimes I also visit 
nursery schools. At all the schools I am always 
impressed by the students’ enthusiasm and energy to 
learn. Teaching here is fun and exciting and at the end 
of each day I feel a great sense of satisfaction.
　Niimi is certainly endowed with some stunning 
scenery. On my daily drive in the mountains, it's a case 
of around each bend is yet another breath-taking view. I 
am really looking forward to the “wakaba” season and 
witnessing the mountains come to life; my camera's 
ready! Niimi city itself is a very friendly place. People 
are open and I seem to only meet kindness and warmth 
wherever I've go. I feel privileged to be here.
　As well as doing my best at teaching this year, I aim to 
really improve my Japanese level and take up a martial 
art. If you see me around town then don't be afraid to 
come and say “Hello”!
 James

北

か

ら

第　

通
２５
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国境を�
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ジ
ェ
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ム
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パ
ル
マ
ー

ジ
ェ
ー
ム
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パ
ル
マ
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イ
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ブ
リ
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ブ
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ト
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塩
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小
、
田
治
部
小
に
勤
務

塩
城
小
、
田
治
部
小
に
勤
務

 中  村   百  合 子   さん（６７歳）

なか むら ゆ り こ

（旧姓：羽場）　　　 　　

埼玉県川越市（新見出身）
 箏 演奏・作曲家（芸名：中村道百合）
こと

　やあみなさん！イギリスからやって来たジェームス パル
マーです。イギリスはハリーポッター、ビートルズやクイー
ンなどの国です。私の出身地は南西部にある人口５０万人
のブリストルで、丘が広がる風景、牛、リンゴ酒で有名な地
域です。ウォレスとグルミットの映画会社、そして世界最大
の熱気球フェスティバルの本拠地でもあるんですよ。
　新見には去年の１１月下旬に来て、今では市内の5つの小
学校に勤務しています。時々幼稚園にも行ってます。子ど
もたちの学ぶことへの熱心さやエネルギーに、いつも感銘
を受けます。ここで教えることは楽しく刺激的で、1日が終
わると満足感を感じます。
　新見の風景はとても美しいです。山の中でのドライブで
は、カーブごとにため息の出るような眺めです。山が芽吹
く“若葉”の季節が本当に楽しみですね。その瞬間のため
に、カメラも準備できてます。新見は友好的なところで
す。人々は開放的で、私が行く所のどこでも、親切で温か
く接してくれる気がします。ここでは特に大事にされてい
る感じがします。
　今年は教えることに全力を尽くすことと同じく、日本語
のレベルを上げたいし、格闘技にも力を入れたいです。町
で僕を見かけても、怖がらずにハローって行ってください！
 ジェームス
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８０年の歴史に幕
◆新見北高校閉校式

　３月３日、岡山県立新見北高校で「卒業証書授与式・閉

校式」が行われました。最後の卒業生１２９人に、 冨  谷  憲  一 校
とみ や けん いち

長から、「校訓の“磨こう心と技”を忘れずに新しい一歩を踏

み出して。」とはなむけの言葉が贈られました。生徒を代表

して、 榎  大  介 君が「つらいが新たな出発点。社会に出て自
えのき だい すけ

分を磨くので、新しい新見高校を良い学校にしてくださ

い。」と答辞を述べた後、校旗が冨谷校長に返納されまし

た。同校は、昭和２年に組合立岡山県新見農林学校として

開校し、昭和５２年に新見北高等学校に改称。８０年間で、１

万４千人の卒業生を送り出しています。

緩和ケア病棟のカウンセラーが講演
◆新見地域ケア講演会

　３月２４日、新見商工会館で、障害者や高齢者を介護す

る人や、保健・医療・福祉関係者を対象に、神戸の六甲病院

緩和ケア病棟に勤務する 沼  野  尚  美 氏を講師に招き、「新見
ぬま の なお み

地域ケア講演会」が開催されました。「生と死を見つめて・共

に生きる」と題して行われた講演の中で沼野氏は、ホスピス

で末期癌患者と接している経験を基に、「幸せは自分の心の

持ち方で決まる。最後に生きていて良かったと思えるよう、

日頃から家族に愛を感じさせる言葉を贈ろう。」と話しました。

 心をひとつにして見守って
◆拉致問題を考える講演会

　３月２１日、大佐人権を考える会が主催する「拉致問題を

考える講演会」がまなび広場にいみで開催されました。講

演の中で、講師の拉致被害者家族会事務局長の 増  元  照  明 
ます もと てる あき

氏は、「私は父の遺言の、“日本を信じろ”という言葉を信

じて被害者の救出を待ってる。ぜひみなさんも心をひと

つにして見守っていてほしい。」と述べ、拉致問題につい

て涙ながらに訴えました。

日頃の練習の成果を発揮
◆大佐で文化芸能フェスタ

　３月１７・１８日の両日、大佐文化協会が主催する「文化

芸能フェスタ」が、風広場おおさで開催され、期間中、

生け花・盆栽・絵画・書・写真などの作品が展示されま

した。また、１８日の午後からは、大正琴・太鼓・合唱・

日本舞踊・民謡などの演目が披露され、出演者は日頃の

練習の成果を存分に発揮していました。
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活動発表の場
◆哲多で公民館まつり

　３月１８日、哲多総合センターで「みんなおいでよ公民

館まつり」が開催されました。これは、多くの人に公民

館活動や地域の活動に関心を持ってもらうことを目的

に、哲多総合センター主催事業実行委員会が開催したも

のです。公民館講座や、地域で創作活動をしている人の

作品展示や、公民館を利用しているサークルの実践発表

などが行われました。

大佐田治部地域伝統の祭
◆大山神祭

　３月４日、大佐田治部の大山神社で、市指定重要無形

民俗文化財（平成６年６月１日指定）の「大山神祭」が行わ

れました。この祭は、別名“一升飯祭”と呼ばれており、本来

は、収穫祈願のために、氏子宅で山盛りの米を食べます

が、人手不足のために今年は中止され、弓で矢を放って収

穫を占う神事のみが行われました。

魅力を再発見
◆和牛シンポジウム

　３月１４日、まなび広場にいみで、岡山県畜産協会や中

国四国農政局などが主催する「和牛シンポジウム」が開

催され、中国四国地方から、畜産関係者や市民ら約６５０人

が参加しました。和牛の増頭などについての基調講演が

行われたほか、女性畜産家による事例発表や、「安心・

安全な地域の和牛戦略」をテーマに、パネルディスカッ

ションが開催されました。

親子連れなどでにぎわう
◆にいみ雛まつり

　３月１日から４日にかけて、新見の太池邸・御殿町セ

ンター・新見商店街で「にいみ雛まつり」が開催され、

親子連れなど、多くの人が訪れました。地域の活性化の

ために、にいみ御殿町夢づくり実行委員会が企画したも

ので、主会場の太池邸では、市民から提供された段飾り

や手作り雛などが展示されました。訪れた人たちは、そ

れぞれの人形がもつ表情を楽しみながら、各会場を散策

しました。

おおやまのかみまつり
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ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 朝食の大切さを見直しまし ょう。

毎
日
き
ち
ん
と
朝
食
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

で
、
集
中
力
が
な
い
、
ま
た
勉
強

や
仕
事
に
身
が
入
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

○
丈
夫
な
身
体
を
つ
く
る

　

成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、

身
体
は
小
さ
く
て
も
、
１
日
の
活

動
の
た
め
、
そ
し
て
、
身
体
を
つ

く
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
栄
養
素

が
必
要
で
す
。
３
食
き
ち
ん
と
摂

っ
て
、
初
め
て
栄
養
所
要
量
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
大
人
も
同
じ
で
、
長
期

に
渡
る
欠
食
は
、
や
が
て
体
調
の

崩
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
朝
食
は
体
温
を
上
昇
さ
せ
る

　

食
事
を
摂
る
と
、
栄
養
素
を
代

謝
す
る
た
め
に
熱
が
発
生
し
、
身

体
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
体
温
の

上
昇
と
と
も
に
、
脳
の
温
度
も
わ

ず
か
に
上
昇
し
、
脳
が
活
性
化
し

て
「
や
る
気
」
を
起
こ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

 
お
い
し
く
朝
食
を
食
べ
る
工
夫

○
朝
食
の
時
間
を
決
め
る

　

朝
食
の
時
間
が
決
ま
っ
て
く
る

と
、
身
体
は
そ
の
こ
と
を
予
測
し

て
消
化
機
能
を
高
め
る
の
で
、
自

然
と
お
腹
が
空
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。

○
夕
食
は
睡
眠
の
３
〜
４
時
間
前

に
食
べ
る
よ
う
に
す
る

　

夕
食
で
食
べ
た
も
の
を
消
化
し

な
い
ま
ま
で
寝
て
し
ま
う
と
、
翌

 

朝
食
の
必
要
性
に
つ
い
て

○
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る

　

脳
は
ブ
ド
ウ
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
お
り
、
し
か
も
大
量
に
消

費
し
ま
す
。
夕
食
で
摂
っ
た
ブ
ド

ウ
糖
は
、
肝
臓
で
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン

と
し
て
蓄
え
ら
れ
ま
す
が
、
脳
は

睡
眠
中
も
ブ
ド
ウ
糖
を
消
費
し
て

い
る
の
で
、
朝
、
目
が
覚
め
た
と

き
に
は
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
減

っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
朝
食
を
摂
る
こ
と
に
よ

り
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
ブ

ド
ウ
糖
を
補
給
す
る
必
要
が
で
て

き
ま
す
。
朝
食
を
抜
く
と
血
中
の

ブ
ド
ウ
糖
が
不
足
す
る
た
め
、
イ

ラ
イ
ラ
は
も
ち
ろ
ん
、
頭
を
働
か

せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
す
る
の

　

４
月
か
ら
い
よ
い
よ
新
学
期
・
新
生
活
が
始
ま
り
、「
頑
張
る
ぞ
!
」

と
意
気
込
ん
で
い
る
人
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　

で
も
、
頭
が
ボ
ー
ッ
と
し
た
り
、
眠
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
り
で
は
、

せ
っ
か
く
の
意
気
込
み
も
空
回
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
好
ス
タ
ー
ト

を
切
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
ひ
と
つ
の
方
法
は
、
き
ち
ん
と
決
ま
っ
た
時
間
に
、
朝
食
を

食
べ
る
こ
と
で
す
。

朝
起
き
て
も
胃
が
も
た
れ
て
、
お

い
し
く
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
睡
眠
中
は
消
化
機
能

も
低
下
し
ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば

就
寝
の
３
〜
４
時
間
前
に
夕
食
を

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
早
め
に
起
き
て
朝
食
を
食
べ
る

時
間
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

何
よ
り
も
、
時
間
が
な
く
て
は

朝
食
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
は

い
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
早
起
き

で
き
る
よ
う
に
、
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
づ
く
り
課

　

（
�
�
６
１
２
９
）

◆材料（１人分）

・スライスハム …………１枚

・マヨネーズ ……………少々

・食パン（６枚切） ……… １枚

・トマト、キャベツ、玉葱な

どスライスした野菜

◆作り方

①食パンにマヨネーズをぬり、

スライスした野菜を適量ち

らして、スライスハム、スラ

イスチーズの順にのせる。

②トースターでおいしそうな

焼き色がつくまで焼く。

【ハムマヨトースト】

簡単朝食レシピ
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
午前9時から午後5時までです。

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

担当病院

内　科
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

歯　科
新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（��８０８３）

４月１日（日）

新見市 新見中央病院 ��２１１０
真庭市 落合病院（内・外） �0867-52-1133
真庭市 遠藤クリニック（外） �0867-66-3002

４月８日（日）

新見市 太田病院 ��０２１４
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市 杉江医院（外） �0867-52-3456

４月１５日（日）

新見市 渡辺病院 ��２１２３
真庭市 河本病院（内・外） �0867-55-2121
真庭市 米田医院（内） �0867-44-2132

４月２２日（日）

新見市 長谷川紀念病院 ��３１０５
真庭市 金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市 片岡医院（内） �0867-62-3400

４月２９日（日）

新見市 渡辺病院 ��２１２３
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 松坂医院（内） �0867-42-3300
真庭市 吉弘クリニック（内） �0866-52-2704

４月３０日（月）

新見市 新見中央病院 ��２１１０
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市 杉山医院（内） �0867-42-5012
真庭市 さとう医院（外） �0866-52-9898

診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝祭日
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科

●ひよこクラス

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦

内　容　座談会

用意するもの　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００新見市保健福祉センター月４月１６日

●1歳6か月児健康診査
対 象 児時　間会　場曜日月　日

平成１７年９月生１３：００～１３：３０
新見市保健
福祉センター

火４月１７日

●2歳6か月児歯科健康診査 
対 象 児時　間会　場曜日月　日

平成１６年９月生１３：００～１３：３０
新見市保健
福祉センター

火４月１０日

●3歳児健康診査 
対 象 児時　間会　場曜日月　日

平成１５年９月生１３：００～１３：３０
新見市保健
福祉センター

火４月２４日

●献血

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験がある人に限
られます。
※身分確認ができる物をご持参ください。 
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。 

時　　間会　　場曜日月　日

１０：００～１２：００新 見 商 工 会 議 所
木４月１９日

１３：３０～１５：３０山村開発センター

●乳児健康診査
対 象 児時　間会　場曜日月　日

平成１８年６月生１３：００～１３：３０
新見市保健
福祉センター

火４月３日

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１８年１２月生１３：００～１３：１５
新見市保健福
祉センター

月４月２３日

●BABYすくぅーる（小児科医師講話、育児・離乳食相談）

対象者　３～４か月の乳児の保護者

内　容　体重測定（希望者）、講話「乳児期に気をつけたい

病気のお話」、離乳食指導（栄養士）、育児相談（小田医師、

保健師）

講　師　岡山大学医学部　　小田　慈　教授
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生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が 

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
！

　

４
月
１
日
か
ら
、
ま
な
び
広
場

に
い
み
、
お
よ
び
各
支
局
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
が
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
条
例
が
改
正

さ
れ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ま
な
び
広
場
に
い
み

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
開
館
日
が
増
え
ま
し
た
。
第
３

日
曜
日
と
祝
日
の
休
館
が
廃
止

さ
れ
、
休
館
は
月
曜
日
と
年
末

年
始
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

○
新
見
文
化
交
流
館

・
大
ホ
ー
ル
お
よ
び
小
ホ
ー
ル
が
、

１
時
間
ご
と
の
料
金
設
定
と
な

り
、
１
時
間
単
位
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
利
用
方
法
に
よ
っ
て

は
以
前
よ
り
料
金
が
安
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
日
曜
日
、
祝
日

に
利
用
し
た
際
の
休
日
加
算
が

無
く
な
り
ま
し
た
。
全
体
的
に

利
用
料
金
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
各
支
局
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
ホ
ー
ル
の
施
設
使
用
料
が
１
時

間
２
’０
０
０
円
に
、そ
の
他
の

施
設
が
１
時
間
１
５
０
円
に
統

一
さ
れ
ま
し
た
。
電
灯
料
や
冷

暖
房
料
な
ど
に
つ
い
て
も
、
各

支
局
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

統
一
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
な
び
広
場
に
い
み

　

（
�
�
６
１
１
０
）

　

風
広
場
お
お
さ

　

（
�
�
２
３
０
４
）

　

や
ま
び
こ
広
場
神
郷

　

（
�
�
６
１
１
１
）

　

哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
２
０
１
０
）

　

き
ら
め
き
広
場
・
哲
西

　

（
�
�
２
１
１
１
）

新
見
発
電
所
か
ら
の 

お
知
ら
せ

　

金
谷
の
岡
山
県
企
業
局
新
見
発

電
所
で
は
、
桜
の
開
花
時
期
に
合

わ
せ
、
場
内
を
一
般
に
公
開
し
、

水
力
発
電
施
設
の
見
学
と
桜
見
物

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
新
見
発
電
所
さ
く
ら
ま

つ
り
」
を
地
域
と
の
協
働
事
業
で

開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
場
内
開
放
期
間

　

４
月
１
日
�
〜　

日
�

１５

　

９
時
〜　

時
１７

■
新
見
発
電
所
さ
く
ら
ま
つ
り

　

４
月　

日
�　
　

時
〜　

時

１５

１０

１５

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
企
業
局
新
見
発
電
所

　

（
�
�
８
４
４
５
）

新
見
商
工
会
議
所 

「
社
会
保
険
・
年
金
相
談
」の 

変
更
に
つ
い
て

　

新
見
商
工
会
議
所
の
「
社
会
保

険
・
年
金
相
談
」
は
、
４
月
か
ら

完
全
予
約
制
と
な
り
、
相
談
日
も

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
相
談
の
実
施
、
予

約
の
受
付
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
相
談
日

・
毎
月
第
２
、
第
４
木
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
前
日
に
繰
り
あ

げ
）

・　

時
〜　

時

１０

１５

■
会
場　

新
見
商
工
会
議
所

■
定
員　

１
日
あ
た
り　

人
１２

■
予
約
受
付
期
間

・
各
月
の
１
日
か
ら
相
談
日
の

前
々
日
ま
で

・
９
時
〜　

時
１７

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終

了
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請
書
や
届

出
書
の
提
出
の
み
の
人
は
、
予
約

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
商
工
会
議
所
指
導
課

　

（
�
�
２
１
３
９
）

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

防
衛
省
で
は
平
成　

年
度
一
般

１９

幹
部
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
受
験
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
で
、
大
学

２０

２６

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

■
受
付
期
間

　

４
月
９
日
�
〜
５
月　

日
�

１１

お
し
ら
せ

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36， 334人（－１４人）
　　　男　17， 289人（－１２人）
　　　女　19， 045人（－２人）
　出生…２４人　　転入…４９人
　死亡…４２人　　転出…４５人
　世帯数　13， 017世帯（＋１２世帯）
　（平成１９年２月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■国民健康保険税
　〈平成１８年度：９期分〉
■介護保険料
　〈平成１８年度：９期分〉

■納付期限／ 4 月 2日

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

合併当初のようす

総人口　３７， ０４９人
　　男　１７， ６６１人
　　女　１９， ３８８人
世帯数　１２， ６１４世帯

（平成１７年３月３０日現在）
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■
一
次
試
験

　

５
月　

日
�
・　

日
�

１９

２０

■
二
次
試
験

　

６
月　

日
�
〜　

日
�

１９

２１

※
二
等
陸
・
海
・
空
士
自
衛
官
も

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

（
�
０
８
６
６
�
２
２
�
２
３
１
４
）

岡
山
県
警
察
官
採
用
試
験

　

岡
山
県
警
察
本
部
で
は
、
岡
山

(
)

県
警
察
官
Ａ 
大
卒
区
分 
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
験
資
格

【
平
成　

年　

月
採
用
】

１９

１０

　

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

５１

れ
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平

成　

年
９
月　

日
ま
で
に
卒
業

１９

３０

見
込
み
の
人

【
平
成　

年
４
月
採
用
】

２０

　

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

５２

れ
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
の
人

■
受
付
期
間

　

平
成　

年
４
月　

日
�
ま
で

１９

１８

■
一
次
試
験

【
教
養
試
験
】

　

平
成　

年
５
月　

日
�

１９

１３

【
体
力
試
験
】

　

平
成　

年
５
月　

・　

・　

日

１９

１２

１９

２０

の
う
ち
、
指
定
す
る
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事

第
二
係

　

（
�
０
１
２
０
�
０
５
５
�
３
１
４
・

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.o

k
ay
am
a.

 
   
    
 
 
  
     
 
  
  
  

jp
/k
en
k
ei/k
en
k
ei.h
tm

　
  
  
  
 
    
  
 
    
  

）

　

ま
た
は
県
内
各
警
察
署
、
交
番
、

駐
在
所
ま
で

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
生
募
集

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）
は
、

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
と

し
て
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

を
対
象
に
、
エ
ク
セ
ル
検
定
３
級

程
度
の
技
術
や
、
就
業
に
関
す
る

知
識
等
を
習
得
す
る
講
座
を
行
い

ま
す
。

■
期
間

　

５
月
９
日
�
〜
６
月　

日
�

１５

　
　

時
〜　

時

１０

１６

※
毎
週
火
〜
金
曜
日
の　

日
間

２３

■
会
場

【
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
編
】(

　

ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー 

岡
山
市
中

山
下
１
�
８
�
４
５)  

【
ス
キ
ル
編
】

　

西
日
本
電
子
計
算
学
院
第
２
ビ

(ル 
岡
山
市
弓
之
町
２
�

)２ 

■
内
容

【
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
編
】

　

働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
（
５
日

間
）

【
ス
キ
ル
編
】

　

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作

■
受
講
料　

無
料

※
教
材
費
は
実
費
負
担

■
定
員　
　

人
２８

※
選
考
に
よ
り
決
定

■
応
募
資
格

　

結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
等

で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、

再
就
職
の
意
志
が
あ
る
女
性
で
、

講
座
終
了
後
す
ぐ
に
就
職
で
き

る
状
態
に
あ
り
、
講
座
の
全
期

間
受
講
で
き
る
人

■
申
込
受
付

　

４
月　

日
�
〜　

日
�
９
時　

１７

２０

３０

分
〜　

時　

分
に
、
岡
山
県
男

１６

３０

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

本
人
が
来
所
の
う
え
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
中
山
下
１
�
８
�
４
５

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド
岡
山
ビ
ル　

階
１７

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

(
)

ン
タ
ー 

ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー 

　

（
�
０
８
６
�
２
３
５
�
３
３
０
７
）

●こどもお楽しみ会
　４月１４日�　１４：００～１５：００

　　読書ボランティアによる絵本の読み聞かせ、紙

芝居、やさしい工作など

●こども映画会
　４月１４日�　１５：００～１５：２０

　　アニメ「アリババと四十にんのとうぞく」

　　　　　「アンデルセンのすずのへいたいさん」

●腹話術とこども映画会
　４月２４日�　１５：００～１６：００

　　腹話術「おこちゃん」

　　アニメ「人形劇 ヘンゼルとグレーテル」

●ブックスタート
　４月３日�　１３：００～１４：３０

　　対象：乳児（平成１８年６月出生児）と保護者

　５月８日�　１３：００～１４：３０

　　対象：乳児（平成１８年７月出生児）と保護者

　　会場：新見市保健福祉センター（金谷）

　　ブックスタートのメッセージを直接乳児と保護

者に伝えながら、絵本などが入ったブックスタ

ートパックをお渡しします。

■休館日　２日・９日・１６日・２３日・２７日・３０日

※火曜日～土曜日は１８：００まで開館しています。た

だし、日曜・祝日は１７時までです。

●こども映画会
　４月１４日�　１４：００～

　　「森のリトル・ギャング」

●おはなし会
　４月２８日�　１４：００～

■休館日　９日・１０日・１１日・１２日

※９日�～１２日�は蔵書点検のため休館します。こ

の期間中の入館、貸し出しはできません。返却の場

合は、図書館入口の返却箱にお返しください。

■休館日　毎週月曜日

■休館日　毎週木曜日・２７日

こどもの読書週間標語「いっしょに、読もうか」
第４９回 こどもの読書週間

４月２３日（月）～５月１２日（土）

 哲西図書館 ��２１１０

 新見図書館 ��２８２６

風広場おおさ図書コーナー ��２３０４

やまびこ広場神郷図書コーナー ��６１１０
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ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ 
倩  
玉  

せ
い 
ぎ
ょ
く

ミ
ニ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
サ
イ
ン
会

　

新
見
美
術
館
で
は
、
春
季
特
別

展
「
ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
倩
玉 
木

版
画
の
世
界
展
」
の
開
催
に
併
せ
、

ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
倩
玉
さ
ん
に

よ
る
「
ミ
ニ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
サ

イ
ン
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ミ
ニ
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
＆
サ
イ
ン
会
の
観
覧
に
は
、
当

日
の
観
覧
券
と
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
。

■
日
時　

４
月　

日
�

２９

【
午
前
の
部
】　

時
〜

１１

【
午
後
の
部
】　

時
〜

１４

■
会
場

　

新
見
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
料
金　

当
日
の
観
覧
料
の
み

■
定
員

　

午
前
・
午
後
の
部
各
１
２
０
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

ミ
ニ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
サ
イ
ン

会
の
入
場
整
理
券
を
希
望
す
る

人
は
、
往
復
葉
書
の
「
往
信
用

裏
面
」
に
、
①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
④
午
前
ま
た
は
午
後

の
部
の
い
ず
れ
か
を
記
入
し
、

「
返
信
用
表
面
」に
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
氏
名
を
明
記
の
う
え
、

４
月　

日
�
必
着
で
新
見
美
術

２０

館
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
サ
イ
ン
は
当
館
の
グ
ッ

ズ
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
て
、
画
集
・

著
書
・
Ｃ
Ｄ
を
お
買
い
上
げ
い
た

だ
い
た
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
０
０
１
７ 
新
見
市

西
方
３
６
１
番
地

　

新
見
美
術
館
事
務
局

　

（
�
�
７
８
５
１
）

西
日
本 

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

５
月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
、

１９

２０

新
見
ピ
オ
ー
ネ
球
場
な
ど
で
「
第

　

回
西
日
本
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

２４大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

(

　

西
日
本
の
各
県
か
ら
、
壮
年 　
４０

)

歳
以
上 　

チ
ー
ム
が
参
加
し
て

２０

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
卓
越
し
た
技
と
力

を
、
ぜ
ひ
ご
来
場
の
う
え
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。

■
期
日

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

　

５
月　

日
�
〜　

日
�

１９

２０

　

８
時　

分
〜　

時

３０

１７

■
会
場

・
新
見
市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公

園
（
正
田
）

・
新
見
市
民
運
動
公
園（
下
熊
谷
）

■
主
催

　

西
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

■
主
管

・
岡
山
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

・
新
見
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事

(
)

　

務
局 
新
見
市
民
体
育
館
内 

(

　
  
�
�
７
３
８
９
）

新
見
市
国
保
湯
川
診
療
所
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
か
ら
、
湯
川
診
療
所

の
医
師
お
よ
び
診
療
日
が
、
次
の

と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

■
医
師　

瀬
原
吉
英 
氏

■
診
療
日
・
診
療
時
間

　

毎
週
月
、
火
、
金
曜
日

　

９
時
〜　

時　

分

１７

３０

■
そ
の
他

　

湯
川
診
療
所
行
き
の
ふ
れ
あ
い

送
迎
バ
ス
は
、
毎
週
水
曜
日
か

ら
毎
週
火
曜
日
に
変
更

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�

)

６
１
２
３ 

　

湯
川
診
療
所

　

（
�
�
３
１
８
０
）

か
い
ご
も
り
祭

　

３
月
６
日
、
唐
松
で
市
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
（
平
成
元

年
５
月　

日
指
定
）
の
「
か
い
ご
も
り
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１１

　

鎌
倉
時
代
末
期
の
元
弘
２
年
（
１
３
３
２
年
）、
元
弘
の
乱
で

幕
府
に
捕
ら
え
ら
れ
た 
後  
醍  
醐 
天
皇
は
、
隠
岐
へ
流
さ
れ
る
途
中

ご 

だ
い 

ご

に
、
唐
松
の
国
司
神
社
で
休
息
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
地
区
の

男
性
は
天
皇
警
護
の
た
め
に
神
社
に
集
ま
り
、
女
性
は
戸
を
閉
め

家
に
こ
も
り
火
気
を
断
っ
て
慎
ん
だ
こ
と
か
ら
、
こ
の
祭
を

「 
皆
篭
祭 
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
い
ご
も
り
ま
つ
り

　

こ
の
日
は
岩
山
神
社
で
神
事
を
行
い
、 
社  
人 
２
人
と 
供  
人 
１
人

し
ゃ 
じ
ん 

と
も 
び
と

で
神
社
を
出
発
。
元
の
国
司
神
社
跡
の
小
社
で
祝
詞
を
あ
げ
た
後
、

 
田  
津 
川
で
身
を
清
め
、

た 

づ

白
装
束
・
わ
ら
じ
掛
け

に
着
替
え
て
、
奥
宮
を

目
指
し 
弥  
山 
を
登
り
ま

み 

せ
ん

し
た
。
山
頂
の
奥
宮
で

は
供
え
物
を
し
、
サ
イ

コ
ロ
で
各
地
区
の
吉
凶

を
占
い
ま
し
た
。

　

祭
の
間
は
家
に
閉
じ

こ
も
り
、
煙
を
上
げ
て

は
な
ら
ず
、
も
し
人
影

が
あ
れ
ば
盗
難
が
あ
り
、

煙
が
立
て
ば
火
難
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●

ジュディ・オング倩玉
（C）HEEMORY／STEPeast
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日4/1
月2
火3
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００水4
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳　９：３０～１２：００木5
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター (金谷)　１０：００～１５：００金6

土7
日8
●特設人権・行政相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００月9

火10
●特設人権相談　哲多総合センター　９：００～１２：００水11

木12
●交通事故相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００金13

土14
●春のクリーン作戦　新見支局管内各地域　午前中日15

月16
火17
●心配ごと相談
　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●法律相談（要予約）
　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●特設人権・行政相談
　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●特設人権・行政相談
　草間市民センター　１０：００～１２：００
●合同相談　草間市民センター　１０：００～１２：００

水18

木19
●特設人権・行政相談
　おおさ総合センター　１０：００～１５：００金20

土21
●チャレンジ・ザ・カヌー　備北青年の家カヌー練習場（金
谷の高梁川河原）　１０：００～１５：００日22

月23
火24
水25
木26
金27
土28
●三室峡シャクナゲ祭り
　三室総合案内所(神郷油野)　１０：００～１５：００日29

月30
火5/1
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００水2
●鯉が窪湿原まつり　きらめき広場・哲西、鯉が窪湿原、道
の駅「鯉が窪」周辺　１０：３０～１５：００木3

金4
土5
日6
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳　９：３０～１２：００
●無料法律・人権相談　新見裁判所　１１：００～１４：３０

月7

新見市西方３６１番地

（��７８５１）

行 事 予 定 月44 ・・ 55

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽６０９番地

（��２４４４）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間�９：００～１７：００
休 館 日�月曜日（４/３０は会館し、５/１を休館します）

●常設展示観覧料
　一般…２００円（１５０円）　高校生…１００円（７０円）
　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

　“幻の赤漆”と言われた縄文

古来のベンガラを使用した漆

塗り土器の再現技法第一人者

である猪風来氏が、その技法

によって創作した縄文の器や

オブジェ作品を展示する企画

展を開催します。

　古代三元色の赤・黒・白に

おける赤は、ベンガラの赤です。赤は生命再生と豊饒の色

として祈りの世界を彩りました。三千年の時空を超えて蘇

るベンガラ赤漆の世界をご覧ください。

　法曽陶芸館では旧法曽小学校の教室を利用して、造形家
の猪風来氏の作品や、地元に伝わる法曽焼などを展示して
います。みなさんのご来館をお待ちしています。

●観覧料　一　般…６００円（５００円）　中高生…３００円（２５０円）
　　　　　小学生…２００円（１５０円）　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」の提
示で入館無料になります。

開館時間�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
休 館 日�会期中無休

春
季
特
別
展 
４
/　

（
火
）〜
５
/　

（
日
） 
会
期
中
無
休

１７

１３

初
期
か
ら
新
作
、日
展
特
選
ま
で
を
一
挙
公
開

〜
日
本
の
美
に
魅
せ
ら
れ
て
〜

ジ 
ュ
デ ィ 
・
オ 
ン
グ 
倩
玉   
木
版
画
の
世
界
展

せ
い
ぎ
ょ
く

　

歌
手
と
し
て
女
優
と
し
て
世
界
的
に
活
躍
す
る
ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
。

彼
女
の
も
う
ひ
と
つ
の
才
能
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
木
版
画

で
す
。
こ
れ
ま
で
、 

日  
展 
や 
白  
日  
会  
展 
な
ど
を
中
心
に
活
躍
。全
国
各
地

に
っ 

て
ん 

は
く 

じ
つ 

か
い 

て
ん

の
旧
家
や
神
社
仏
閣
を
取
材
し
、日
本
家
屋
の
伝
統
的
な
構
造
を
、大
胆
な

構
図
と
力
強
い
線
、細
か
い

細
工
で
表
現
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
日
展
特
選
の

「 
紅  
楼  
依  
緑 
」
を
は
じ
め
、

こ
う 

ろ
う 

い 

り
ょ
く

日
本
の
美
に
魅
せ
ら
れ
て
制

作
し
た「
日
本
家
屋
」や「
花
」

な
ど
の
木
版
画
約　

点
と
水

５０

彩
画
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

ジュディ・オング倩玉《 祇  園  白  川 》
ぎ おん しら かわ

(C)HEEMORY／STEPeast

猪風来の縄文ベンガラ赤漆の世界展
－三千年の時空を超えて蘇る赤漆－

猪風来《縄文ベンガラ赤漆の作品》

企画展　４/１０（火）～６/２４（日）



古紙パルプ配合率100％
再生紙を使用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。
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おお
めめでで
ととうう！！

今
月
、
満
１
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
大
き
く
な
っ
て
ね

今
月
、
満
１
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
大
き
く
な
っ
て
ね
！！

★５月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、４月16日が締切ですので、それまでに企画課企画広報係（蕁煢6114）にご一報ください。

●３月９日、新見の思誠小学校で、同校の
ほとりにある風木谷と、体育館横の鳳凰門
の清掃活動が行われました。６年生56人が
卒業記念として行ったもので、子どもたち
は落ち葉やごみを拾ったり、江戸時代から
残る石畳をブラシで磨いたりしながら、自
分たちの学舎に恩返しをしました。

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市総務企画部企画課
　☎煢 6114

■ホームページ
http://www.city.niimi.okayama.jp/

携帯電話でもご覧になれます

今月の表紙

田
た

原
ばら

真
まな

実
み

ちゃん

（新見／４・６生）

平成１９年４月１日　No.２５

●４月から進学や就職、転勤などで、新
しい土地での生活が始まった人も多いの
ではないでしょうか。知らない町での生活
は、初めはドキドキしますが、慣れてくる
といろんな発見があり、とても楽しいもの
です。私のように、新生活が始まらない人
は楽しくないかというと、そうとも限らな
いと思います。生まれ育った町でも、行っ
たことがない場所とか、知らない風習や歴
史など、探検してみればきっと楽しい発見
があるはず。暖かくなったので、カメラを
持って出かけようと思います。

三
み

吉
よし

悠
ゆう

斗
と

ちゃん

（井倉／４・５生）

松
まつ

永
なが

明
はる

華
か

ちゃん

（下熊谷／４・19生）

山
やま

本
もと

惠
え

里
り

圭
か

ちゃん

（大佐小阪部／４・15生）

野
の

平
ひら

陽
はる

奈
な

ちゃん

（哲西町矢田／４・13生）

前前
まえまえ

本本
もともと

迅迅
はやはや

汰汰
たた

ちゃんちゃん

（上熊谷／４・26生）（上熊谷／４・26生）

多多
たた

賀賀
がが

葵葵
あおあお

生生
いい

ちゃんちゃん

（上熊谷／４・26生）（上熊谷／４・26生）

池池
いけいけ

田田
だだ

鞠鞠
まりまり

花花
かか

ちゃんちゃん

（長屋／４・24生）（長屋／４・24生）

神神
かみかみ

原原
はらはら

海海
かいかい

斗斗
とと

ちゃんちゃん

（豊永赤馬／４・21生）（豊永赤馬／４・21生）

岡
おか

本
もと

阿
あす

栖
む

ちゃん

（足見／４・９生）

福
ふく

田
だ

桜
おう

成
せい

ちゃん

（上市／４・４生）


